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容

鳴門海峡を空中散歩
　神戸淡路鳴門自動車道全通 10周年記念イ
ベントとして、５月 17日と 18日の両日、「大
鳴門橋うず潮ウォーク」が行われ、延べ 200
人が参加しました。眼下に見える、鳴門海峡
の豪快な渦潮を大迫力で楽しみながら、大鳴
門橋の管理路を中央部付近まで歩きました。
（５月 17日撮影。２、３頁に関連記事）
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神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
全
通
10
周
年

　

私
た
ち
の
「
道
」
は
ど
こ
へ
続
く
の
か
？
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人
・
物
の
流
れ
に
変
化

　

道
路
の
開
通
に
よ
り
、
全
国
ブ

ラ
ン
ド
に
ま
で
成
長
し
た
淡
路
玉

葱
や
沼
島
の
ハ
モ
な
ど
、
淡
路

島
の
農
産
物
や
水
産
物
が
新
鮮
な

ま
ま
全
国
各
地
へ
流
通
し
、「
食
」

の
宝
庫
と
し
て
の
知
名
度
が
高
ま

り
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
大
型
量
販
店
な

ど
、
全
国
チ
ェ
ー
ン
の
お
店
が
島

内
各
地
に
増
え
ま
し
た
。

　

観
光
客
に
お
い
て
は
、
開
通
前

に
比
べ
る
と
約
５
０
０
万
人
増
加
、

毎
年
１
３
０
０
万
人
が
淡
路
島
を

訪
れ
て
い
ま
す
。
世
界
一
の
長
さ

を
誇
る
巨
大
な
吊
り
橋
自
体
が
、

淡
路
島
の
新
た
な
観
光
資
源
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
速
バ
ス
の
便
数
が
大

幅
に
増
え
ま
し
た
。
一
日
に
こ
の

道
路
を
通
る
高
速
バ
ス
は
、
約

３
５
０
便
。気
軽
に
神
戸
や
大
阪
、

四
国
な
ど
へ
、
短
時
間
で
移
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ま
で

の
フ
ェ
リ
ー
を
使
っ
て
の
行
き
来

に
比
べ
る
と
、
格
段
に
短
縮
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、高
速
バ
ス
を
使
っ

て
通
勤
・
通
学
す
る
人
が
増
え
ま

し
た
。

進
む
、
少
子
高
齢
化

　

産
業
で
は
、
地
場
産
業
で
あ
る

瓦
産
業
が
、
平
成
７
年
の
阪
神
淡

路
大
震
災
以
降
か
ら
、
風
評
被
害

に
よ
り
低
迷
。
島
内
全
体
を
見
て

も
、
現
在
、
景
気
は
良
い
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

　

そ
の
影
響
を
受
け
、
淡
路
島

の
人
口
が
、
平
成
２
年
に
16
万
人

だ
っ
た
の
に
対
し
、
平
成
17
年
に

　

平
成
10
年
４
月
、
建
設
費
約
５
千
億
円
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
建
設
が
進
め
ら
れ

た
「
明
石
海
峡
大
橋
」
が
開
通
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
州
と
淡
路
島
、
四
国
を
結
ぶ
神

戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
も
全
通
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
の
本
年
、こ
の
10
周
年
を
記
念
し
た
行
事
が
、神
戸
、明
石
、洲
本
、南
あ
わ
じ
、淡
路
、

徳
島
、
鳴
門
の
各
市
で
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
通
前
、「
夢
の
架
け
橋
」
と
し
て
、
明
る
い
未
来
が
開
か
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
た
大
橋
。

し
か
し
、
10
年
を
経
過
し
て
、
多
く
の
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
淡
路
島
に
と
っ
て
、
南
あ

わ
じ
市
に
と
っ
て
、
今
後
進
む
べ
き
道
を
検
証
し
ま
す
。

特集：神戸淡路鳴門自動車道全通10周年

　

４
月
５
日
、
淡
路
夢
舞
台
国
際
会
議
場
で
、「
全
通
10
周
年
記
念

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
架
橋
に
よ
る
地
域

間
連
携
、
地
域
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
の
意
見
を
紹

介
し
ま
す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

架
橋
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
「
道
」
は
？

　
　
　
　
　

〜
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
の
ヒ
ン
ト
〜

▼
中
田　
「
橋
で
便
利
に
な
っ
た

も
の
の
、
島
内
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
不
景
気
の
ま
ま
。
期

待
ど
お
り
に
は
い
か
な
い
部
分
が

あ
っ
た
。
高
額
な
通
行
料
金
低
減

化
に
向
け
て
関
係
機
関
へ
要
請
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
魅
力
あ
る

淡
路
島
づ
く
り
に
も
、
淡
路
３
市

が
一
体
と
な
っ
て
、
島
民
と
と
も

に
汗
を
か
き
、
取
り
組
み
た
い
」

▼
星
野　
「
料
金
低
減
化
は
難
し

い
部
分
が
あ
る
。
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
に
力
を
い
れ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
観
光
地
に
魅
力
が
あ
れ

ば
、
沖
縄
の
よ
う
に
お
金
を
か
け

て
で
も
観
光
客
は
訪
れ
ま
す
」

▼
久
門　
「
淡
路
島
は
全
国
的
に

玉
葱
の
産
地
と
し
て
知
名
度
が
あ

る
。
都
会
の
人
た
ち
は
玉
葱
の
収

穫
体
験
を
、
お
金
を
払
っ
て
で
も

大
変
喜
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
」

▼
フ
レ
ミ
ン
グ　
「
大
橋
だ
け
で

な
く
、
企
業
活
動
や
観
光
、
文
化
、

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
が
円
滑
に
行
え
る

た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
。

行
政
が
主
体
と
な
っ
て
、
長
期
的

な
視
点
で
、
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」

▼
辻
本　
「
地
方
に
と
っ
て
、
道

は
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
の
生
活

感
や
文
化
が
見
え
て
こ
な
い
と
い

け
な
い
と
思
う
。
ス
ト
ー
リ
ー
性

の
あ
る
地
域
開
発
を
進
め
て
く
だ

さ
い
」

▼
近
藤　
「
淡
路
島
の
活
性
化
の

た
め
に
は
、
観
光
を
産
業
と
し
た

雇
用
創
出
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
そ
の
た
め
に
は
、
観
光
産
業

の
筋
道
を
し
っ
か
り
立
て
て
、
地

域
住
民
と
連
携
し
て
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
」

は
15
万
人
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
働
く
場
所
を
求
め
て
、
多

く
の
若
者
が
島
外
へ
流
出
し
、
少

子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
こ
れ
ら
の

背
景
を
受
け
、
昨
年
度
か
ら
、「
少

子
対
策
」
と
「
定
住
促
進
」
を
市

の
重
点
施
策
と
し
て
、
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
と
し
て
、
保
育

料
第
２
子
以
降
無
料
化
や
児
童
手

当
の
拡
充
、
通
勤
・
通
学
者
交
通

費
助
成
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
南
あ
わ
じ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
少
子
対

策
課
（
☎
44
・
３
０
４
０
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
企
業

誘
致
を
よ
り
一
層
推
進
す
べ
く

「
企
業
誘
致
課
」
を
設
置
。
働
く

場
所
の
確
保
に
邁
進
し
ま
す
。

高
い
通
行
料
を
安
く

　

南
あ
わ
じ
市
か
ら
神
戸
ま
で
、

車
で
往
復
約
１
万
円
も
す
る
通
行

料
。
こ
れ
が
島
の
産
業
の
低
迷
に

関
係
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
淡
路

３
市
の
関
係
者
ら
で
昨
年
５
月
、

「
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
利
用
促

進
淡
路
島
民
会
議
」（
会
長
：
中
田

勝
久
市
長
）
を
設
立
。
料
金
低
減

化
を
求
め
、
冬ふ
ゆ
し
ば柴
鐵て
つ
ぞ
う三
国
土
交
通

大
臣
な
ど
関
係
者
へ
要
望
や
提
言

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

宮
地
真
緒
さ
ん
も

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席

▲中田勝久　神戸淡路
　鳴門自動車道利用促
　進淡路島民会議会長

▲星野満　本州四国連
　絡高速道路㈱代表取
　締役副社長

▲久門渡　㈱ファーム
　代表取締役社長

▲フレミング・エリク
　セン　デンマーク・
　前コンソール市長

▲辻本智子　㈱辻本智
　子環境デザイン研究
　所代表取締役所長

▲近藤勝直　流通科学
　大学情報学部教授
　【コーディネーター】

　

淡
路
島
出
身
の
女
優
、
宮
地
真
緒

さ
ん
が
、
４
月
５
日
に
淡
路
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
で
行
わ
れ
た
10
周
年
記

念
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出

席
、
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

宮
地
さ
ん
は
、「
橋
の
あ
る
お
か

げ
で
、
東
京
か
ら
帰
っ
て
来
や
す
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

９
月
ま
で
、
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

本
年
４
月
〜
９
月
ま
で
、
神
戸
や

徳
島
、
淡
路
な
ど
道
路
沿
線
の
ま

ち
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
各
地
へ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
公

共
施
設
に
備
付
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま

た
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:\\

w
w
w
.jb
-h
o
n
sh
i.co
.jp
/1
0
th

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲宮地さん

▲神戸淡路鳴門自動車道全通10周年記念事業オープニングセレモニー（４月５日、淡路ＳＡ）
▲高速道路を行き来する自動車（鳴門岬）
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今
ま
で
私
は
「
会
う
、
聞
く
、

見
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
数
多
く
の
地

域
会
合
へ
の
出
席
や
自
治
会
・
各
種

団
体
か
ら
の
要
望
・
陳
情
等
を
お
伺

い
し
、
で
き
る
だ
け
現
場
に
出
向
き

肌
で
感
じ
る
努
力
を
行
い
、
情
報
を

収
集
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

当
初
に
行
っ
た
１
０
０
人
委
員

会
で
は
色
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ

く
中
で
、
特
に
少
子
対
策
に
関
す

る
提
言
を
参
考
に
、
少
子
対
策
大

臣
に
評
価
い
た
だ
く
よ
う
な
施
策

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ほ
ん
と
う
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

19
年
度
で
は
、
出
前
行
政
と
し
て

四
役
、
全
部
長
で
市
内
21
地
区
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
時
に
は
厳
し

い
ご
意
見
も
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

南
あ
わ
じ
市
内
で
も
地
区
に
よ
り
課

題
や
要
望
内
容
に
つ
い
て
大
き
な
違

い
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
市
と
し
て
も
最
重
要
課

題
の
一
つ
で
あ
る
低
地
帯
の
防
災

対
策
に
つ
い
て
は
、
永
年
の
ご
労

苦
を
鑑
み
、担
当
次
長
を
置
き
国
・

県
の
支
援
を
頂
き
具
体
的
な
対
策

に
着
手
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
日
も
国
土
交
通
省
の

「
み
な
と
振
興
交
付
金
」
事
業
に

よ
る
「
福
良
港
防
災
拠
点
化
に
よ

る
地
域
振
興
計
画
」
の
認
定
書
を

い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
業
種
・
分
野
別
行
政

懇
談
会
を
開
催
し
、
テ
ー
マ
を
あ

る
程
度
絞
っ
た
形
で
ご
意
見
を
お

伺
い
し
ま
し
た
。
農
業
、
漁
業
、

商
工
業
、
観
光
業
な
ど
の
産
業
分

野
で
は
、
後
継
者
不
足
、
特
産
品

の
価
格
低
迷
、
資
源
の
枯
渇
な
ど

根
本
的
な
問
題
が
山
積
し
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
の
優
良
事
例
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
他
方
で
は
消

費
者
の
支
持
を
得
る
工
夫
や
自
ら

の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
生

き
残
り
を
か
け
た
戦
い
が
繰
り
返

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
各
分
野
個
々
の
努
力

と
併
せ
、
農
・
漁
・
商
・
工
・
観

光
・
文
化
な
ど
の
連
携
に
よ
る
相

乗
効
果
を
見
い
だ
し
、
よ
り
一
層

地
域
そ
の
も
の
を
売
り
出
す
よ
う

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

様
の
英
知
を
結
集
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
昨
年
度

２
８
５
件
の
人
身
事
故
が
起
こ

り
、
10
名
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
市
は
安
心

し
て
利
用
で
き
る
道
路
づ
く
り
を

行
う
た
め
、
４
月
25
日
、
倭
文
小

学
校
付
近
の
通
学
路
を
中
心
に
約

７
０
０
ｍ
の
区
間
を
点
検
し
ま
し

た
。

　

こ
の
活
動
に
は
、
地
元
の
自
治

会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々

や
、警
察
署
員
ら
約
20
人
が
参
加
。

歩
行
者
の
目
線
に
立
っ
て
、
歩
道

や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
街
灯
な
ど
の

点
検
を
行
い
ま
し
た
。
中
に
は
老

朽
化
で
早
期
の
修
繕
が
必
要
な
も

の
も
あ
り
、
参
加
者
ら
は
、
用
意

し
て
い
た
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
ま

と
め
て
い
ま
し
た
。

　

点
検
後
、意
見
交
換
会
を
行
い
、

「
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
直
す
必
要
が

あ
る
」「
通
学
路
に
深
い
水
路
が

あ
っ
て
危
な
い
」
な
ど
の
課
題
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
南
あ
わ

じ
市
で
は
今
後
、
兵
庫
県
や
警
察

署
と
と
も
に
、
課
題
解
決
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

全
国
へ
観
光
資
源
を
ア
ピ
ー
ル

▲通学路沿いのガードレールを点検する参加者

倭
文
地
区
で
実
施

交
通
安
全
点
検
を
行
う

県
大
型
観
光
交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

東
南
海
・
南
海
地
震
で
高
さ

４
・
９
ｍ
の
津
波
が
襲
う
と
予
測
さ

れ
て
い
る
沼
島
に
、
緊
急
時
の
救

急
搬
送
や
物
資
支
援
を
す
る
た
め

の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

　

総
事
業
費
は
、
約
１
億
５
百
万

円
。
緊
急
の
際
、
消
防
防
災
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

に
あ
る
神
戸
へ
リ
ポ
ー
ト
か
ら
沼

島
へ
向
か
い
、
け
が
人
を
淡
路
ふ

れ
あ
い
公
園
ま
で
搬

送
。
こ
こ
か
ら
、
救

急
車
で
県
立
淡
路
病

院
へ
運
ば
れ
る
計
画

で
す
。

　

こ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト

は
、
か
ね
て
か
ら
沼

島
地
区
が
要
望
し
て

い
た
も
の
で
、
用
地

の
確
保
に
つ
い
て

は
、
沼
島
総
合
開
発

会
（
木
村
一
会
長
）
の
ご
尽
力
に

よ
り
土
地
所
有
者
の
ご
理
解
を
得

て
、
完
成
に
至
り
ま
し
た
。

　

４
月
26
日
の
竣
工
式
で
は
、
ヘ

リ
ポ
ー
ト
建
設
の
た
め
に
無
償
で

土
地
を
提
供
し
て
頂
い
た
方
に
、

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
中
田

市
長
は
、「
使
う
こ
と
の
な
い
こ

と
を
願
う
が
、
緊
急
時
に
利
用
で

き
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

土
地
提
供
者
（
14
名
、
敬
称
略
）

　

青
木
義
夫
、
井
上
州く
に
こ子
、
梶
原
亀
代
、

古
水
省
三
、坂
田
十と

み

お
三
男
、佐
野
春
美
、

田
浦
秀
信
、
中
野
す
み
子
、
中
元
金

太
郎
、
中
元
博
、
西
村
全
弘
、
吉
田

静
子
、
吉
野
た
き
の
、
両
り
ょ
う
と
う
頭
一
郎

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
着
陸
し
た
沼
島
へ
リ
ポ
ー
ト

沼
島
ヘ
リ
ポ
ー
ト
完
成

　

５
月
か
ら
路
線
を
再
編
し
た
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ら
ん
・
ら

ん
バ
ス
」の
出
発
式
を
４
月
28
日
、

陸
の
港
西
淡
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、中
田
市
長
を
は
じ
め
、

来
賓
の
方
々
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。

西
淡
志
知
幼
稚
園
の
園
児
と
い
っ

し
ょ
に
風
船
を
飛
ば
し
て
出
発
を

祝
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
再
編
で
は
、
路
線

を
５
ル
ー
ト
に
延
長
し
、
運
行
時

刻
の
変
更
と
運
賃
改
正
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
１
日
に
何
度
で
も

乗
降
で
き
る
フ
リ
ー
パ
ス
券
も
新

た
に
発
行
し
ま
し
た
。
な
お
、
時

刻
表
は
市
役
所
窓
口
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

▲幼稚園児とともに出発を祝いました

緊
急
時
の
救
急
搬
送
が
可
能
に

路
線
再
編
「
ら
ん
・
ら
ん
バ
ス
」
の
出
発
式

　

来
年
４
月
〜
６
月
に
「
あ
い
た

い
兵
庫
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
、
兵
庫

県
が
一
丸
と
な
っ
て
、
全
国
か
ら

観
光
客
を
誘
致
す
る
大
型
観
光
交

流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

そ
れ
に
先
立
ち
、
５
月
12
日
、

旅
行
会
社
に
は
ツ
ア
ー
計
画
を
、

出
版
会
社
に
は
特
集
記
事
を
企
画

し
て
も
ら
う
た
め
、
企
業
の
担
当

者
を
招
い
て
兵
庫
県
の
観
光
資
源

を
紹
介
す
る
「
全
国
宣
伝
販
売
促

進
会
議
」
が
神
戸
市
内
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

翌
日
13
日
に
は
、
県
内
各
地
を

５
種
類
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
体

験
す
る
ツ
ア
ー
が
組
ま
れ
、「
国

生
み
の
島
と
日
本
の
真
ん
中
に
出

会
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
淡
路
島

へ
の
コ
ー
ス
に
は
、
約
30
人
が
現

地
を
視
察
。

　

市
内
へ
は
、
う
ず
の
丘
大
鳴
門

橋
記
念
館
と
沼
島
を
訪
れ
、
観
光

資
源
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

今
後
、
全
国
の
駅
や
列
車
内
に
ポ

ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
、
兵
庫
県
へ

の
誘
客
を
促
進
し
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
市
民
ま
つ
り
「
第

３
回
淡
路
だ
ん
じ
り
祭
」
が
、
４

月
29
日
、
三
原
健
康
広
場
で
行
わ

れ
、延
べ
１
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

市
内
各
集
落
の
若
者
ら
に
担
が

れ
た
絢
爛
豪
華
な
だ
ん
じ
り
24
台

が
、
緑
鮮
や
か
な
玉
葱
畑
の
道
を

通
り
、
会
場
へ
集
結
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
か
わ
い
い

保
育
所
・
幼
稚
園
児
が
力
い
っ
ぱ

い
太
鼓
を
演
奏
。
そ
の
後
、
４

台
の
だ
ん
じ
り
が
１
組
と
な
り
、

荒
々
し
く
曳
き
回
す
「
練
り
」
の

競
演
。
獅
子
舞
や
、
投
げ
だ
ん
じ

り
の
披
露
な
ど
も
行
わ
れ
、
来
場

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
勇
壮
な
若
者
た
ち
が
一

転
、
郷
土
芸
能
「
だ
ん
じ
り
唄
」

発
表
で
は
、浄
瑠
璃
の
「
忠
臣
蔵
」

や
「
絵
本
太
功
記
」
な
ど
の
外
題

を
、
感
情
を
込
め
て
唄
い
上
げ
、

観
客
か
ら
拍
手
喝
采
を
浴
び
ま
し

た
。（
21
頁
に
関
連
記
事
）

絢け
ん
ら
ん爛
豪
華
な
だ
ん
じ
り
が
24
台
集
ま
る

市
民
ま
つ
り
「
淡
路
だ
ん
じ
り
祭
」
が
開
催

▲広いグラウンドを所狭しと数台のだんじりが練りました

▲会場を沸かせた獅子舞

だんじり唄を熱唱する祭礼団

▲旅行会社と出版会社の担当者へ淡路人形浄瑠璃の魅力を
　紹介する淡路人形座職員



　

大
榎
列
と
小
榎
列
、
西
川
の
３

地
区
で
継
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸

能
「
さ
さ
ら
踊
り
」
が
、
こ
の
ほ

ど
、
南
あ
わ
じ
市
指
定
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
踊
り
は
、
榎
列
の
府
中
八

幡
神
社
で
、
毎
年
９
月
第
１
土
曜

日
の
秋
季
例
大
祭
（
元
は
旧
暦
８

月
14
日
、
そ
の
後
10
月
４
日
、
９

月
４
日
に
行
わ
れ
て
い
た
）
に
、

神
事
の
一
つ
と
し
て
、
拝
殿
下
の

石
畳
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　
「
味
地
草
」
や
「
淡
路
草
」
な

ど
淡
路
島
の
重
要
な
資
料
に
も
記

載
さ
れ
て
い
る
「
田

楽
」
に
位
置
付
け
ら

れ
る
民
俗
芸
能
で
す
。

起
源
に
つ
い
て
の
詳

細
は
不
明
で
す
が
、
文

政
年
間
の
「
伝
来
の

巻
物
」
に
記
さ
れ
て

い
る
内
容
は
、
ほ
ぼ

現
行
の
芸
態
と
一
致

し
て
お
り
、
踊
り
の

古
風
・
所
作
を
現
代
に
伝
え
る
民

俗
芸
能
と
し
て
大
変
貴
重
で
す
。

　

５
月
７
日
、
西
淡
庁
舎
で
指
定

書
の
交
付
式
が
行
わ
れ
、
塚
本
教

育
長
か
ら
保
存
会
会
長
の
中
本
光

義
さ
ん
（
榎
列
）
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

７ 2008.6.1発行

市政ひろば

指
定
書
を
交
付

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
「
さ
さ
ら
踊
り
」
を
追
加

　

今
年
度
、
南
あ
わ
じ
市
の
公
民

館
が
、
会
員
制
講
座
「
よ
く
ば
り

チ
ョ
イ
ス
」
を
開
講
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、「
株
式
投
資
の

基
礎
」
や
「
イ
タ
リ
ア
料
理
に
挑

戦
！
」
な
ど
16
の
教
室
か
ら
興
味

の
あ
る
教
室
を
、
会
員
が
好
き
な

だ
け
選
択
（
チ
ョ
イ
ス
）
し
、
受

講
が
可
能
。
講
演
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
無
料
で
参
加
で
き
る
特

典
が
あ
り
ま
す
。

　

５
月
10
日
、
西
淡
公
民
館
で
行

わ
れ
た
「
第
１
回
よ
く
ば
り
講
演

会
」
で
は
、
中
田
市
長
が
記
念
講

演
と
し
て
「
南
あ
わ
じ
市
４
年
目

の
施
策
と
展
望
」
に
つ
い
て
講
演

し
ま
し
た
。
約
１
３
０
人
の
会
員

の
中
に
は
、
10
以
上
の
教
室
に
申

し
込
ん
で
い
る
人
も
お
り
、「
い

ろ
い
ろ
受
講
で
き
て
お
得
感
が
あ

る
。
よ
く
ば
っ
て
の
受
講
が
醍
醐

味
で
す
ね
」
と
満
足
そ
う
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

同
講
座
は
今
後
、
４
つ
の
公
民

館
で
、
年
間
延
べ
40
回
の
教
室
・

講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

▲よくばりチョイス開講記念講演

よ
く
ば
り
チ
ョ
イ
ス
開
講

給
食
セ
ン
タ
ー
が
県
版
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定

「
食
の
安
全
」
で
県
か
ら
評
価

6
広報 

　

南
あ
わ
じ
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
が
、
衛
生
管
理
面
で
優
れ
て

い
る
と
し
て
「
県
食
品
衛
生
管
理

プ
ロ
グ
ラ
ム（
県
版
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）」

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
県
内
給

食
セ
ン
タ
ー
で
は
２
件
目
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
市
内
の
小
中

学
校
や
幼
稚
園
24
か
所
に
１
日
約

４
０
０
０
食
を
提
供
。こ
の
た
び
、

大
量
調
理
を
対
象
と
す
る
区
分

（
１
日
７
５
０
食
以
上
の
食
品
を

調
理
）
で
次
の
２
点
で
優
れ
て
い

る
と
し
て
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

①
食
品
の
生
産
履
歴
を
明
ら
か
に

し
た
「
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
」
を

導
入
し
て
い
る
こ
と
。
②
県
の
決

め
た
水
準
以
上
の
衛
生
管
理
で
食

品
を
製
造
・
加
工
し
て
い
る
こ
と
。

特
に
兵
庫

県
か
ら
は
、

近
代
的
な

設

備

で
、

原
材
料
の

仕
入
れ
か

ら
加
工
ま

で
衛
生
管

理
が
徹
底

さ
れ
て
い

る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
基
準
に
基

づ
き
、
さ
ら
に
安
全
で
安
心
で
き

る
学
校
給
食
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　

４
月
１
日
付
で
、
南
あ
わ
じ
市

消
防
団
の
幹
部
が
変
わ
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▽
団
長　
　
　
　
　

川
本　

啓
二

▽
選
任
副
団
長　
　

出
口　

智
康

　
　
　
　
　
　
　
　

片
山　

恭
宏

▽
緑
方
面
隊
長　
　

岡
田　

哲
典

▽
西
淡
方
面
隊
長　

武
田　

佳
則

▽
三
原
方
面
隊
長　

村
上　

享た
か
ひ
ろ裕

▽
南
淡
方
面
隊
長　

榎
本　

一
博

▽
緑
方
面
副
隊
長　

大
谷　
　

毅
た
け
し

▽
西
淡
方
面
副
隊
長　

前
川　

健
作

▽
三
原
方
面
副
隊
長　

細
川　

知と
も
ひ
ろ大

▽
南
淡
方
面
副
隊
長　

太
田　

好
昭

▽
選
任
分
団
長
（
地
区
名
）

　

入
谷
太
一
郎
（
広
田
）、
楮か

じ

大ひ
ろ
な
お尚

（
倭
文
）、安
冨
正
彦
（
松

帆
）、
西
中
利
充
（
湊
）、
原
和

也
（
津
井
）、
奥
野
大
輔
（
阿

那
賀
）、
宮
本
寿ひ
さ
し（
伊
加
利
）、

谷
田
宗は
じ
め（
西
淡
志
知
）、
伊
吹

英
也
（
榎
列
）、清
水
英
一
（
八

木
）、
吉
見
勝
仁
（
市
）、
坂
秀

二
（
神
代
）、
柏
木
宏
之
（
三

原
倭
文
）、
下
賀
淳
司
（
三
原

志
知
）、
尾
崎
広
幸
（
福
良
）、

阿
萬
田
恭
弘
（
賀
集
）、
松
井

浩
一
郎
（
北
阿
万
）、
大
住
武

義
（
潮
美
台
）、
溝
端
光
（
阿

万
）、
竹
内
司
（
灘
）、
中
元
浩

靖
（
沼
島
）

空
き
缶
回
収
機
を
導
入

▲ささら踊り

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
島
外
か
ら

多
く
の
人
を
呼
び
込
み
、
商
工
観

光
業
の
振
興
を
図
ろ
う
と
、
今
年

度
か
ら
「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

誘
致
支
援
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
内
で
合
宿
を

実
施
す
る
団
体
に
対
し
、
明
石
海

峡
大
橋
ま
た
は
大
鳴
門
橋
の
橋
代

相
当
額
を
補
助
し
、
併
せ
て
体
育

施
設
及
び
公
民
館
等
を
通
常
の
３

分
の
２
の
料
金
で
貸
し
出
し
す
る

市
で
の
合
宿
に
通
行
料
を
補
助

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
支
援
事
業

商工観光課
☎37－3012

と
い
う
も
の
で
す
。

　

補
助
対
象
は
、
島
外
の
大
学

や
高
校
、
専
門
学
校
の
学
生
15
人

以
上
で
構
成

さ
れ
た
団
体

で
、
市
内
の

宿
泊
施
設
に

２
泊
以
上
す

る
こ
と
が
条

件
で
す
。

◆
「
得
・
得　

戎
様
プ
ラ
ン
」
も

　

利
用
条
件
を
緩
和

　

南
あ
わ
じ
市
が
、
昨
年
度
か
ら

行
っ
て
い
る
「
得
・
得　

戎
様
プ

ラ
ン
」
の
利
用
条
件
が
、
今
年
度

か
ら
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
プ

ラ
ン
は
、
市
内
で
各
種
大
会
を
催

し
、
指
定
宿
泊
施
設
に
宿
泊
す
る

団
体
に
、淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の「
戎

舞
」
を
出
張
公
演
す
る
も
の
。
利

用
団
体
を
50
人
以
上
か
ら
30
人
以

上
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。

公
民
館
で
会
員
制
講
座
が
ス
タ
ー
ト

▲衛生管理が徹底されている給食センター施設内

▲南あわじ市文化体育館

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

４
月
14
日
、
沼
田
茂
子
さ
ん

（
市
）
が
、
南
あ
わ
じ
市
役
所
中

央
庁
舎
を
訪
れ
、「
福
祉
の
た
め

に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
現
金

50
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

有
効
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

市
消
防
団
の
幹
部
団
員

市
連
合
自
治
会
の
役
員

　

５
月
17
日
、
三
原
公
民
館
で
市

連
合
自
治
会
役
員
総
会
と
通
常
総

会
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
役
員

に
決
ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
顧　

問　

芝　

壽
浩（
前
会
長
）

▽
会　

長　

伊
達
勝
繁（
広　

田
）

▽
副
会
長　

榎
本
悟
朗（
潮
美
台
）

　
　
　
　
　

金
山
一
郎（
志　

知
）

　
　
　
　
　

竹
谷　

登（
阿
那
賀
）

　
　
　
　
　

土
居
博
美（
倭　

文
）

▽
会　

計　

辻　

隆
弘（
賀　

集
）

▽
会
計
監
査　

馬
野
孝
志（
伊
加
利
）

　
　
　
　
　

古
川　

浩（
榎　

列
）

▲パルティに設置された空き缶回収機

資
源
の
有
効
活
用
に
一
役

　

５
月
８
日
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
・
パ
ル
テ
ィ
一
階
入
口
付

▲宿泊事業者に事業説明会を開催
　（４月30日、西淡庁舎）

近
で
「
空
き
缶
回
収
機
」
が
、
稼

動
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
機
械
で

は
、
飲
み
終
わ
っ
た

ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー

ル
缶
の
回
収
が
で

き
、
機
械
内
で
圧
縮

さ
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
回
し
ま
す
。

　

パ
ル
テ
ィ
で
は
、

限
ら
れ
た
地
球
資
源

を
有
効
活
用
し
よ
う

と
、
県
と
市
の
補
助
事
業
を
利
用

し
て
こ
の
回
収
機
を
設
置
。
同
様

の
も
の
が
ジ
ャ
ス
コ
南
淡
路
店
に

も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
回
収
機
に
投
入
す

る
と
、
各
店
舗
専
用
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
に
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
、

金
券
等
に
交
換
し
て
く
れ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
交
付
は
、
各

店
舗
の
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
ま

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▲塚本教育長（右）から指定書を受けた
　保存会の中本さん（中央）と服部さん

▲総会で挨拶する伊達勝繁会長

▲兵庫県から認定書を受ける塚本教育長
　（中央右）と富田給食センター長（右）
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児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

　

市・県民税とは？
　市の税金である個人市民税と県の税金で

ある個人県民税を合わせて市・県民税 ( 住

民税 ) と呼びます。

　定額負担の｢均等割｣(市民税3,000円、

県民税 1,800 円 ) と所得金額に応じての

｢所得割 ｣から成ります。

課税対象者は？
　20 年１月１日現在、南あわじ市にお住

まいで、19 年中に一定額以上の所得があ

る方が課税対象者となります。

課税方法は？
　住民税の所得割は、前年の所得に対して

課税されます。賦課徴収は市が行います。

Tax　Information

◆１期分の納期限
　６月 30日（月）
※納税は口座振替が安心・便利です。

※納付書・通知書は６月中旬に発送します。

◆前納報奨金の率等の変更
　今年度より前納報奨金の上限額も変

わっています。

改正前 改正後

率 0.6％ 0.3％
計算の基礎に算
入する限度額

30万円 20万円

今回送付してい
る納付書の前納
報奨金の上限額

18,000円 6,000円

問税務課☎ 43-5022

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

受給者全員 現況届（郵送されます）、印鑑（認印）

厚生年金加入の方
受給者本人の健康保険証、または事業所
が証明する年金加入証明（様式は市ホー
ムページからダウンロードできます）

平成20年１月２
日以降に南あわじ
市へ転入された方

平成20年１月１日に住所のあった市区
町村長が発行する20年度の所得証明
（19年分所得）

児童と住民票が別
の方

監護・生計同一申立書、児童の属する世
帯全員の住民票の写し（児童の住所が南
あわじ市の区域外にある場合に必要）

届出に必要なもの

６ 

月

現
況
届
提
出
の
月

　

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
６
月
30
日
（
月
）
ま
で

に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
総
合

窓
口
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
に
よ
り
引
き
続
き
手

当
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
確
認

し
ま
す
。

　

こ
の
届
出
が
な
い
と
、
６
月
分

以
降
の
児
童
手
当
が
一
時
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
手
当
を
申
請
さ
れ
て
い
な

い
方
や
、
所
得
制
限
等
で
手
当
が

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、
新
た

に
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。家

庭
児
童
相
談

介
護
施
設
入
居
時
の
居
住
費
と
食
費
の
軽
減

　

家
庭
に
お
け
る
児
童
の
養
育
や

福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
家
庭

児
童
相
談
員
が
家
庭
児
童
問
題
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
相
談
内
容　

養
育
の
悩
み
、
発

達
の
遅
れ
、
非
行
行
動
、
家
庭

の
人
間
関
係
、
虐
待
行
動
、
知

的
障
害
や
肢
体
不
自
由
、
福
祉

制
度
の
相
談
な
ど

※
内
容
に
よ
っ
て
は
、
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関

と
連
携
し
、
解
決
を
図
り
ま

す
。
相
談
で
知
り
得
た
秘
密

は
、
堅
く
守
り
ま
す

▽
受
付　

福
祉
課
（
☎
44
・

３
０
１
３
）
へ
電
話
で
お
申
込

く
だ
さ
い

▽
相
談
場
所　

福
祉
課（
緑
庁
舎
）

　

兵
庫
県
と
南
あ
わ
じ
市
で
計
画

を
進
め
て
い
る
都
市
計
画
案
の
説

明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
24
日
（
火
）

　

午
後
２
時
〜

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
変
更
内
容
（
左
図
）

①
南
淡
都
市
計
画
道
路　

福
良
港

線
（
県
道
：
阿
万
福
良
湊
線
）

法
線
等
の
変
更

②
南
淡
都
市
計
画
下
水
道　

福
良

浄
化
セ
ン
タ
ー　

敷
地
の
変
更

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

都
市
計
画
道
路
・
下

水
道
の
変
更

　
 　南あわじ市では、省エネルギーによ
る地球温暖化防止を図るため、庁舎な
ど施設の冷房を 28℃に設定するととも
に、職員の軽装（ノーネクタイ等）によ
るクールビズを実践します。

夏のエコスタイル

変更予定の都市計画道路・下水道

　

介
護
保
険
施
設
（
老
人
福
祉
施

設
・
老
人
保
健
施
設
・
療
養
型
医

療
施
設
）
に
入
所
（
短
期
含
む
）

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
、

条
件
を
満
た
し
て
認
定
を
受
け
れ

ば
、
居
住
費
と
食
費
に
限
度
額
が

設
定
さ
れ
ま
す
。
限
度
額
を
超
え

る
分
は
、
介
護
保
険
か
ら
給
付
し

利
用
者
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

対
象
者

　

同
じ
世
帯
の
誰
に
も
市
町
村
民

税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
が
対

象
者
。
次
の
表
の
と
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
段
階
に
応
じ
て
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
方
法

　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
備
付
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
。
現
在
、
制
度
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
は
更
新
案
内
の
通
知
を
６

月
に
送
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

問
長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、今
年
度
小
・

中
学
校
に
ご
入
学
さ
れ
た
児
童
生

徒
の
保
護
者
の
方
（
20
年
４
月
１

日
に
南
あ
わ
じ
市
に
住
所
を
有
す

る
方
）
に
対
し
て
、「
ふ
れ
あ
い

振
興
商
品
券
」
１
万
円
分
を
入
学

祝
金
と
し
て
お
贈
り
し
て
い
ま

す
。
商
品
券
の
使
用
期
限
は
、
平

成
20
年
11
月
７
日
ま
で
。
期
限
内

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

該
当
者
に
は
５
月
中
旬
に
配
達

記
録
郵
便
で
送
付
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方

は
、
少
子
対
策
課
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０

利用者負担段階 対象者

第 １ 段 階
・生活保護受給者の方
・老齢年金受給者（本人）で、
  本人と世帯全員が市町村民税非課税の方

第 ２ 段 階
・世帯全員が市町村民税非課税で本人の合
計所得＋課税年金収入が80万円以下の方

第 ３ 段 階
・世帯全員が市町村民税非課税で、第２
段階以外の人

軽減措置が受けられる対象者

利 用 者
負 担 段 階 食 費

居住費（滞在費）

多床室 
（相部屋）

従来型個室
（特養）

従来型個室
（老健、療養）

ユニット型
（準個室）

ユニット型
（個室）

基準費用額 1,380 円 320 円 1,150 円 1,640 円 1,640 円 1,970 円
第１段階 300円 0円 320円 490 円 490 円 820 円
第２段階 390円 320 円 420 円 490 円 490 円 820 円
第３段階 650円 320 円 1,310 円 820 円 1,310 円 1,640 円

負担限度額と基準費用額（１日あたり）

入
学
祝
金
を

お
贈
り
し
て
い
ま
す

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
議会事務局☎43-5005
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　企業誘致課☎37-3046
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　収税課☎43-5034
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
　下水道加入促進課☎50-3041
会計課☎50-3040
監査委員事務局☎50-3050

申
告
期
間
は
・
・
・

７
月
１
日
（
火
）
〜
31
日
（
木
）

　

19
年
分
の
所
得
が
大
き
く
下
が

り
、
所
得
税
が
か
か
ら
な
く
な
っ

た
方
は
、
７
月
31
日
（
木
）
ま
で

に
申
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
税

源
移
譲
で
増
額
に
な
っ
た
市
・
県

民
税
額
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、税
源
移
譲
に
よ
る
市
・

県
民
税
の
増
額
分
を
所
得
税
か
ら

減
額
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

た
め
の
経
過
措
置
で
す
。

対
象
者

　

18
年
分
所
得
税
と
19
年
度
市
・

県
民
税
所
得
割
が
課
税
さ
れ
た
方

の
う
ち
、
19
年
分
所
得
税
が
非
課

税
に
な
っ
た
方

※
18
年
分
所
得
税
と
19
年
度
市
・

県
民
税
の
「
課
税
」「
非
課
税
」

は
、
分
離
課
税
分
を
含
め
ず
に

判
定
し
ま
す
（
た
だ
し
、
19
年

分
所
得
税
は
分
離
課
税
を
含

め
て
判
定
）

※
人
的
控
除
（
扶
養
控
除
な
ど
）

以
外
の
控
除
（
医
療
費
控
除
、
社

会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除

な
ど
）
や
税
額
控
除
（
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
な
ど
）
の
申

告
で
19
年
分
所
得
税
が
非
課

税
に
な
っ
た
場
合
は
対
象
外

※
19
・
20
年
度
の
市
・
県
民
税
が

南
あ
わ
じ
市
で
課
税
さ
れ
て

い
る
方
の
う
ち
、
対
象
者
に
は

減
額
申
告
書
を
６
月
末
に
郵

送
し
ま
す
。（
３
月
17
日
ま
で

に
19
年
分
の
所
得
を
申
告
さ

れ
た
方
に
限
る
）

対
象
者
と
な
ら
な
い
方

　

19
年
中
に
死
亡
さ
れ
た
方
、
海

外
へ
転
出
さ
れ
た
方

手
続
方
法

　

19
年
度
の
市
・
県
民
税
が
課

税
さ
れ
た
市
町
村
に
「
19
年
度

分
市
民
税
県
民
税
減
額
申
告
書
」

を
提
出

提
出
先

　

税
務
課
ま
た
は
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

所
得
変
動
に
伴
う
市
・
県
民
税
の
還
付



多
子
世
帯
を
応
援

優
待
協
賛
店
を
募
集
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南
あ
わ
じ
市
で
は
、
市
内
商
工

業
者
と
協
力
し
て
、
子
育
て
家
庭

の
経
済
的
負
担
を
少
な
く
し
、
ま

た
市
内
の
商
工
業
の
活
性
化
を
進

め
る
た
め
、
３
人
以
上
の
お
子
さ

ん
（
18
歳
未
満
）
を
持
つ
家
庭
に
、

割
引
・
特
典
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
「
子
育
て
応
援
優
待
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
協
賛
い
た
だ
け
る

お
店
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
対
象

と
な
る
家
庭
（
応
援
カ
ー
ド
を
発

行
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店
に
あ
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
、
子
育

て
世
帯
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▽
サ
ー
ビ
ス
例　

割
引
、
景
品
プ

レ
ゼ
ン
ト
、
ポ
イ
ン
ト
加
算
、

優
待
受
付
、
ミ
ル
ク
用
お
湯
の

提
供
な
ど

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

※
対
象
と
な
る
家
庭
は
、
準
備
が

で
き
次
第
、
広
報
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０ 

商
工
観
光
課
☎
37
・
３
０
１
２

南
あ
わ
じ
市
商
工
会
☎
42
・
４
７
２
１

お知らせ

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る

利
用
者
負
担
軽
減
措
置

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
通
常
１

割
負
担
が
原
則
で
す
が
、
社
会
福

祉
法
人
等
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

で
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
施
設
サ
ー
ビ

ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ

ス
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）
を
利
用
す
る
場

合
、
条
件
を
満
た
し
、
認
定
を
受

け
れ
ば
利
用
者
負
担
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

対
象
者　

次
の
条
件
全
て
を
満
た

す
人

①
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で

１
５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１
人

増
え
る
ご
と
に
50
万
円
を
加

算
し
た
額
以
下
で
あ
る
こ
と

②
預
貯
金
額
が
単
身
世
帯
で

３
５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１
人

増
え
る
ご
と
に
百
万
円
を
加

算
し
た
額
以
下
で
あ
る
こ
と

③
世
帯
員
が
そ
の
居
住
用
の
家

　　 第 20回南あわじ市議会定例会日程（６月）
全日程：午前 10時～

６月会議日程 会議内容

本 

会 

議

第１日   ４日（水）

１ 専決処分の承認（説明、質疑、討論、表決）
２ 条例案上程（説明、質疑、委員会付託） 
３ 平成 20年度南あわじ市一般会計、 特別会計補正
　 予算案上程（説明、質疑、委員会付託 ）
４ その他の案件上程（説明、質疑、委員会付託）

第２日  ９日（月）一般質問
第３日 10日（火）一般質問
第４日 11日（水）一般質問、追加議案上程 (説明、質疑、委員会付託）

予備日 12日（木）

第５日 20日（金）
１ その他の案件上程（説明、質疑、討論、表決）
２ 付託案件委員会審査報告 (質疑、討論、表決）

委

員

会

16日（月） 総務常任委員会 付託議案の審査

13日（金） 文教厚生常任委員会 〃

18日（水） 産業建設常任委員会 〃

●中央庁舎３階の議場で傍聴できます。
　インターネットによる中継、テレビ中継（各庁舎ロビー、公民館）を実施。
問議会事務局43-5005

　 議 会

　
家屋を滅失された

ときは、税務課へ

家屋滅失届の提出

をお願いします。

問税務課

☎ 43-5022

　

６
月
１

日
か
ら
、

試
験
放
送

を
兼
ね
た

定
時
放
送

を
次
の
と

お
り
開
始
し
ま
す
。

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

　

毎
月
１
日
の
正
午
、
約
５
秒
程

度
鳴
ら
し
ま
す
。

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

　

毎
日
午
後
５
時
、
チ
ャ
イ
ム
ま

た
は
音
楽
を
30
秒
か
ら
１
分
以
内

で
放
送
し
ま
す
。

問
防
災
課
☎
43
・
５
０
０
６

屋
外
放
送
シ
ス
テ
ム

６
月
か
ら
運
用
開
始

松
く
い
虫
特
別
防
除
を
実
施

　
　主な改正点は次のとおりです。（６月１日施行）
① 75歳以上の運転者の高齢運転者標識の表示義務化

②後部座席のシートベルト着用義務化

③普通自動車の歩道通行可能要件の明確化

④聴覚障害者の免許取得可能範囲の拡大

問南あわじ警察署☎ 42-0110

道路交通法の改正

　

貴
重
な
松
林
を
松
く
い
虫
の
被

害
か
ら
守
る
た
め
、
殺
虫
剤
の
空

中
散
布
を
実
施
し
ま
す
。
散
布
地

域
周
辺
に
お
住
ま
い
の
方
、
あ
る

い
は
お
出
か
け
の
方
は
、
次
の
こ

と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
散
布
当
日
は
、
散
布
区
域
の
森

林
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

②
散
布
中
お
よ
び
直
後
は
、
屋
外

に
出
た
り
、
洗
濯
物
を
干
さ
な

い
で
く
だ
さ
い

③
駐
車
車
両
は
シ
ー
ト
等
で
覆
っ

て
く
だ
さ
い

④
家
畜
を
散
布
区
域
周
辺
に
放
飼

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
散

布
区
域
周
辺
の
飼
料
は
７
日

間
程
度
は
与
え
な
い
よ
う
に

願
い
ま
す

⑤
ミ
ツ
バ
チ
は
、
散
布
の
影
響
の

な
い
場
所
に
移
す
か
、
巣
箱
を

ネ
ッ
ト
で
覆
う
な
ど
の
措
置

を
お
願
い
し
ま
す

※
散
布
日
程
は
、
天
候
等
に
よ
り

順
延
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

ご
注
意

　

万
一
、
薬
剤
散
布
が
原
因
と
疑

わ
れ
る
症
状
が
出
た
方
は
、
医
療

機
関
で
農
薬
中
毒
に
対
す
る
処
置

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ

の
際
に
は
、
下
記
問
い
合
わ
せ
先

へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　　　　―淡路島を美しく―

７月６日（日）午前８時～ 10時
道路沿線、公会堂、公園、ゴミ集積場
などを美しくします。家庭内のゴミは
絶対出さないでください。

問生活環境課 43-5024

 淡路全島一斉清掃

７月６日（日）午前８時～ 10時

　豊かなむらを
　　　　災害から守る月間
　梅雨や台風などの災害に備

えて、ため池を見回るなど防

災対策を。山崩れや地すべり

にも注意しましょう。

問農林振興課☎ 43-5025

　

山
林
周
辺
で
鹿
・
猪
に
よ
る
被

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
地
元
か

ら
の
要
望
も
あ
り
、
次
の
日
程
で

猟
友
会
が
銃
器
、
ワ
ナ
に
よ
る
捕

獲
を
実
施
し
ま
す
。
捕
獲
期
間
中

は
、
山
林
周
辺
へ
立
ち
入
ら
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
期
間　

８
月
31
日
（
日
）
ま
で

◆
場
所

▽
緑
地
域　

中
筋
、
徳
原
、
中
山

▽
西
淡
地
域　

湊
、
津
井
、
伊
加
利 

　
　
　
　
　
　

志
知
、
松
帆

▽
三
原
地
域　

八
木
、
神
代

▽
南
淡
地
域　

賀
集
、
北
阿
万

　
　
　
　
　
　

阿
万
、
灘

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

Ｉ 

山
林
周
辺
に
注
意 

Ｉ

 
ハ
ン
タ
ー
に
よ
る

　
　
　
　
鳥
獣
の
捕
獲

受給できる市内事業所
 緑風館（広田）

 どんぐりの里（松帆）

 翁寿園（八木）

 太陽の家（八木）
 平成ホームヘルパーステーション（八木）
 社会福祉協議会訪問介護事業所（市）
 すいせんホーム（賀集）
 伊加利デイサービスセンター（伊加利）

屋
、
そ
の
他
日
常
生
活
に
必
要

な
資
産
以
外
に
利
用
で
き
る

資
産
を
有
し
な
い
こ
と

④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い
こ
と

⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と

軽
減
額　

利
用
者
負
担
額
の
４
分

の
１
。老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
、

２
分
の
１

申
請
方
法　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

備
付
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出
（
添
付
書
類
＝
預
金

通
帳
の
写
し
が
必
要
）。
現
在
、
制

度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
更
新

案
内
の
通
知
を
６
月
に
送
付
し
ま

す
。

問
長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

Ｉ 

南
あ
わ
じ
市
の
選
挙 

Ｉ

農
業
委
員
会
委
員

　

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
を
次
の
と
お
り
執
行
予

定
で
す
。

告
示
日　
７
月
６
日
（
日
）

投
票
日　
７
月
13
日
（
日
）

◆
選
挙
方
法

　

選
挙
区
を
分
け
て
行
い
ま
す
。

定
数
30
人
（
緑
地
域
４
人
、
西
淡

地
域
６
人
、
三
原
地
域
12
人
、
南

淡
地
域
８
人
）。
立
候
補
届
出
受

付
は
、
告
示
日
に
行
い
ま
す
。

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

▽
日
時　

６
月
18
日
（
水
）
午
後

２
時
〜

▽
場
所　

三
原
市
民
セ
ン
タ
ー

※
出
席
は
１
陣
営
２
名
以
内

問
選
挙
管
理
委
員
会
☎
43
・
５
０
０
４

下
水
道
に
早
期
接
続
を　
Ｉ 

八
木
地
区
で
使
用
区
域
拡
大 

Ｉ

　

下
水
道
は
豊
か
な
自
然
を
守

り
、
快
適
な
環
境
を
守
る
た
め

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で

す
。
下
水
道
整
備
が
完
了
し
て
い

る
地
域
の
方
は
、
早
期
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

区
域
の
拡
大

　

６
月
１
日
か
ら
、
寺
内
・
大
久

保
・
立
石
・
国
分
・
新
庄
の
一
部

区
域
で
下
水
道
が
使
用
可
能
に
な

有
機
リ
ン
系
殺
虫
剤

　

中
毒
症
状
＝
頭
痛
、
め
ま
い
、

嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
、
倦
怠
感
な
ど

問
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務
所
☎

26
・
２
１
０
２
、
市
役
所
農
林

振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５
、
慶

野
松
原
＝
生
涯
学
習
文
化
振

興
課
☎
37
・
３
０
２
０

 航空防除の日程表（６月）

区域等 実施日 時間 面積

湊、沼島
６月 ３日（火）

午
前
５
時
〜
９
時

256.3ha
６月24日（火）

阿那賀

伊加利

志知

湊・福良

６月４日（水）
552.2ha

６月25日（水）

慶野松原 ６月５日（木） 25.0ha

り
ま
し
た
。

早
期
接
続
に
奨
励
金

▽
下
水
道
の
供
用
開
始
後
１
年
以

内
に
排
水
設
備
工
事
を
行
い
、

公
共
ま
す
に
つ
な
ぎ
込
み
を

さ
れ
た
方
は
、
３
０
２
４
０
円

▽
下
水
道
の
供
用
開
始
後
１
年

を
超
え
２
年
以
内
の
場
合
は
、

１
５
１
２
０
円

問
下
水
道
加
入
促
進
課

　

☎
50
・
３
０
４
１

▲屋外スピーカー（福良）



【
愛
好
の
部
】
①
だ
ん
じ
り
唄
う
た
い
ま

専
科
＆
志
知
高
校
郷
土
芸
能
部
②
五
色

之
姫

【
少
年
・
少
女
の
部
】
①
鮎
原
小
学
校
若

鮎
会
②
福
井
子
供
会
祭
礼
団

【
特
別
賞
（
個
人
賞
）】
▽
語
り
込
み
の

部
＝
喜
田
雅
仁
▽
こ
と
ば
の
部
＝
西
山

宜
孝
、
藤
田
雄
三

お知らせ

13

　

漫
才
師
の
ま
す
だ
お
か
だ
の
増
田
さ

ん
が
６
月
15
日
（
日
）
正
午
か
ら
約
１

時
間
、
福
良
の
な
な
い
ろ
館
で
、
歌
手

と
し
て
、
生
ラ
イ
ブ
と
握
手
会
を
開
き

ま
す
。
増
田
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
淡
路

島
出
身
と
い
う
こ
と
で
、
淡
路
島
の
地

域
お
こ
し
の
た
め
に
と
、
ご
当
地
ソ
ン

グ
を
作
成
し
た
そ
う
で
す
。

　

曲
は
ま
だ
聴
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
玉

葱
や
淡
路
瓦
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
増
田
さ
ん
の
歌

唱
力
は
、
芸
能
人
の
ど
自
慢
で
優
勝
し

た
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
の
実
力
だ
そ
う
で

す
。

　

ち
な
み
に
、
私
は
数
年
前
に
南
淡
で

あ
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
で
予
選
落
ち

し
た
実
力
の
持
ち
主
で
す
。　
（
川
卓
） ら

か

室

集

編

◆
兵
庫
県
高
等
学
校
相
撲
大
会

（
５
月
３
日
、
神
戸
市
長
田
神
社
特
設
相

撲
場
）
関
係
分

【
個
人
戦
】
▽
80
㎏
未
満
級
①
高
田
司
（
市

川
高
校
）
▽
百
㎏
以
上
級
①
池
尻
実
（
柳

学
園
）
▽
無
差
別
級
①
池
尻
実
（
柳
学
園
）

◆
サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路
旗

　

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
５
月
３
日
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路
）

①
榎
列
②
三
原
志
知
③
広
石
、
う
し
お

◆
わ
ん
ぱ
く
相
撲
淡
路
場
所

（
５
月
５
日
、
淡
路
市
津
名
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
相
撲
場
）
関
係
分

【
個
人
戦
男
女
の
部
】
▽
１
年
生
②
前
田

新
一
（
北
阿
万
）
▽
２
年
生
②
阿
部
磨

州
（
阿
万
）
③
村
上
輝
龍
（
賀
集
）
▽

３
年
生
②
神
田
啓
佑
（
榎
列
）

【
個
人
戦
女
子
の
部
】
▽
４
年
生
②
雨
堤

千
尋
（
八
木
）
▽
５
年
生
①
折
口
萌
（
神

代
）
▽
６
年
生
①
菊
井
沙
季
（
八
木
）

【
個
人
戦
男
子
の
部
】
▽
５
年
生
②
野
村

奏
太
（
福
良
）

◆
兵
庫
県
民
体
育
大
会
テ
ニ
ス
競
技

（
５
月
４
日
〜
６
日
、
10
日
、
三
木
総
合

防
災
公
園
屋
内
テ
ニ
ス
場
）
関
係
分

▽
35
歳
代
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
③
印
部
泰

男
▽
同
ダ
ブ
ル
ス
②
印
部
泰
男
・
印
部

俊
雄

◆
淡
路
だ
ん
じ
り
唄
コ
ン
ク
ー
ル

（
５
月
11
日
、
南
あ
わ
じ
市
文
化
体
育
館
）

【
祭
り
、
保
存
、
継
承
の
部
】
①
阿
万
上
町

檀
尻
保
存
会
②
福
井
祭
礼
団
③
福
良
東

本
町
だ
ん
じ
り
唄
伝
承
会
④
野
原
祭
礼

団
⑤
賀
集
自
治
会
⑥
下
町
檀
尻
保
存
会

広報 
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南
あ
わ
じ
市
で
は
、
国
内
の
姉

妹
都
市
・
友
好
市
町
の
各
種
団
体

と
の
民
間
交
流
を
推
進
し
、
相

互
理
解
と
友
好
親
善
に
努
め
な
が

ら
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
に
派

遣
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
団
体
は
市
を
代
表

す
る
団
体
（
高
校
生
以
下
）
で
、

年
間
１
団
体
を
限
度
と
し
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
派
遣
市
町

　

新
ひ
だ
か
町
（
北
海
道
旧
静
内

町
・
旧
三
石
町
）、
平
取
町
（
北

海
道
）
葛
巻
町
（
岩
手
県
）、

大
野
市
（
福
井
県
）、
糸
魚
川

市
（
新
潟
県
旧
能
生
町
）

▽
申
込　

６
月
30
日
ま
で
に
市
長

公
室
☎
43
・
５
０
０
２

姉
妹
・
友
好
都
市
と
交
流
し
ま
せ
ん
か
？

 　
　
　
　
　
　
　

〜
派
遣
団
体
を
募
集
〜

２
０
０
９
年

南
あ
わ
じ
市
成
人
式

▽
日
時　

７
月
10
日
（
木
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
内
容　

年
金
特
別
便
相
談

▽
申
込　

市
民
課

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

▽
日
時　

平
成
21
年
１
月
11
日

（
日
）　

午
後
１
時
30
分
〜

▽
場
所　

南
あ
わ
じ
市
文
化
体
育
館

▽
対
象　

昭
和
63
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
。
案
内
状
の
送
付
は
行
い

ま
せ
ん
。
南
あ
わ
じ
市
在
住
者

で
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す

成
人
式
実
行
委
員
募
集
中

　

来
年
成
人
式
を
迎
え
る
人
で
、

成
人
式
実
行
委
員
と
し
て
一
緒
に

頑
張
っ
て
く
れ
る
人
を
募
集
中
で

す
。
成
人
式
の
企
画
や
運
営
に
携

わ
り
な
が
ら
、若
者
グ
ル
ー
プ「
Ｆ

Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」
の
メ
ン

バ
ー
と
一
緒
に
、
１
年
間
を
通
し

て
楽
し
い
集
ま
り
を
計
画
し
て
い

き
ま
す
。

　

第
１
回
目
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

友
だ
ち
を
誘
っ
て
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
日
時　

６
月
14
日
（
土
）
午
後

７
時
〜

▽
場
所　

南
あ
わ
じ
市
役
所
西
淡

庁
舎
２
階
会
議
室

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
４
０

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

　

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申

請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の

納
付
が
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除

さ
れ
る
「
申
請
免
除
制
度
」、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」（
30
歳
未

満
の
方
が
対
象
）
が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
制
度

①
所
得
の
減
少
や
失
業

　
　
　
　
　

⬅

②
市
役
所
へ
申
請

　
　
　
　
　

⬅

③
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
全

額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
る

▽
全
額
免
除　

　

保
険
料
額
の
全
額
免
除
。
受
給

額
は
、
全
額
納
め
た
と
き
の
３

分
の
１
と
し
て
計
算

▽
半
額
免
除　

　

保
険
料
額
の
半
額
免
除
。
受
給

額
は
、
全
額
納
め
た
と
き
の
３

分
の
２
と
し
て
計
算

▽
４
分
の
１
免
除　

　

保
険
料
額
の
４
分
の
１
免
除
。

受
給
額
は
、
全
額
納
め
た
と
き

の
６
分
の
５
と
し
て
計
算

※
全
額
免
除
以
外
は
、
保
険
料
を

納
付
し
な
け
れ
ば
未
納
扱
い

と
な
り
ま
す

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
方
を
対
象
に
保
険

料
の
納
付
期
間
を
猶
予
す
る
制
度

で
す
。
10
年
以
内
に
保
険
料
を
納

め
な
け
れ
ば
、
年
金
を
受
け
る
た

め
の
資
格
期
間
に
は
入
り
ま
す
が
、

受
給
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
請
に
持
参
す
る
物
（
共
通
）

①
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど
）

②
印
鑑
（
本
人
が
署
名
さ
れ
る
場

合
は
不
要
）

③
失
業
等
の
理
由
と
す
る
と
き
は

「
雇
用
保
険
受
給
者
資
格
者
証

の
写
し
」
等

④
平
成
20
年
１
月
２
日
以
降
に
他

の
市
区
町
か
ら
転
入
さ
れ
た

方
は
、「
平
成
19
年
中
の
所
得

状
況
が
確
認
で
き
る
書
類
」

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

さんさんネット番組表（自主放送）
曜日（毎週月曜正午に更新）
 月～木 金 土・日

タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
（
開
始
時
間
）

7:00
（第１～３週）さんさんニュース、さんさんキッズ
（第４週以降）えほんのこべや

8:00 アグリネット（農業情報チャンネル）
さんさん

特集拡大版
10:00 お知らせ

11:00 アグリネット（農業情報チャンネル）

12:00
（第１～３週）さんさんニュース、さんさんキッズ
（第４週以降）えほんのこべや

13:00 さんさん企画番組

さんさん

特集拡大版

14:00 アグリネット
15:00（農業情報チャンネル） お知らせ
16:00 子ども科学番組（サイエンスチャンネル）
18:00 淡路島テレビジョン（洲本市） お知らせ

19:00
（第１～３週）さんさんニュース、さんさんキッズ
（第４週以降）えほんのこべや

20:00「蔵出し映像館～もう一度見たい、さんさんネット～」

22:00
（第１～３週）さんさんニュース、さんさんキッズ
（第４週以降）えほんのこべや

23:00 さんさん企画番組
さんさん

特集拡大版24:00
（第１～３週）さんさんニュース、さんさんキッズ
（第４週以降）えほんのこべや

●番組の詳しい内容は、さんさんニュースの最後と、さんさんネットのホームページで

　紹介しています。また、デジタル放送では、リモコンの番組表でご覧になれます。

「
青
い
鳥
学
級
」
参
加
募
集

　

こ
の
学
級
は
、
日
常
生
活
に
役

立
つ
知
識
の
習
得
や
交
流
の
機
会

を
通
じ
て
、
生
き
が
い
づ
く
り
を

目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
参
加
資
格　

義
務
教
育
修
了
年

齢
以
上
の
視
覚
障
害
者

▽
内
容　

健
康
教
室
、
寄
せ
植
え

実
習
、
音
声
付
き
パ
ソ
コ
ン
教

室
ほ
か
10
講
座

▽
期
間　

６
月
６
日
〜
11
月
28
日

ま
で
の
６
日
間

▽
場
所　

洲
本
市
総
合
福
祉
会
館

ほ
か

▽
申
込
締
切　

６
月
20
日
（
金
）

問
淡
路
市
教
育
委
員
会

　

☎
０
７
９
９
・
64
・
２
５
２
０

 　
身
体
障
害
者
社
会
学
級

　

緑
・
南
淡
地
域
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
工
事
で
、
加
入
者
宅
に
設
置

し
た
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
（
富
士
通
製
）

の
一
部
に
、
ま
れ
に
通
話
で
き
な

い
等
の
不
具
合
が
確
認
さ
れ
、メ
ー

カ
ー
責
任
に
お
い
て
無
償
交
換
さ

せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

該
当
者
に
は
、
富
士
通
㈱
よ
り

個
別
に
交
換
作
業
の
案
内
が
あ
り

ま
す
。
作
業
は
６
月
上
旬
か
ら
９

月
末
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
富
士
通
南
あ
わ
じ
現
場
事
務
所

　

☎
42
・
０
９
８
７

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
一
部
に
不
具
合　
無
償
で
交
換

▲祭り、保存、継承の部で優勝した阿万上町檀尻
　保存会（淡路だんじり唄コンクール）

▲ＦＲＯＮＴＩＥＲＳによる20歳の
　植樹（昨年度）

◆日時　６月25日（水）10:00 ～ 12:30
◆場所　緑市民センター
◆内容　栄養学や生活習慣病を予防する献立
　づくりなどについて講義と実習（全12回）
◆講師　栄養士、食品衛生監視員ほか
◆参加費　材料費の実費（年1,000円程度）
問洲本健康福祉事務所☎26-2062

いずみ会リーダー養成講座
　　　　　　　　　　　　　参加者募集

「６月は食育月間　毎月19日は食育の日」
　現在、私たちの食生活において栄養の偏りや生

活習慣病の増加など様々な問題が起こっています。

家庭でも、家族の団らん、栄養バ

ランスのとれた規則正しい食生活、

食に対する感謝の気持ちに留意し

て健全な食生活を営みましょう。

2008.6.1発行

◆
各
種
大
会
の
結
果
は
、
情
報

課
（
☎
43
・
５
０
０
３
、
F 

43
・

５
１
０
３
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
売
却

▽
売
却
車
両　

三
菱
ロ
ー
ザ
（
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
、
29
人
乗
り
）

▽
入
札
方
法　

制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
（
入
札
書
は
持
参
に
よ

り
管
財
課
に
提
出
）。
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
備
付
の

説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▽
車
両
公
開　

６
月
９
日
（
月
）

午
後
１
時
〜
５
時
、
南
淡
庁
舎

公
用
車
駐
車
場

▽
受
付
期
間　

６
月
10
日
（
火
）

〜
23
日
（
月
）

問
管
財
課
☎
50
・
３
０
３
４

学
童
保
育
指
導
員
（
夏
休
期
間
）

▽
勤
務
内
容　

主
に
小
学
校
低
学

年
の
児
童
に
、
遊
び
を
通
し
た

生
活
指
導
等
を
行
う

▽
勤
務
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後

６
時
の
う
ち
８
時
間
（
勤
務
時

間
要
相
談
）

▽
勤
務
場
所　

公
立
公
営
学
童
保

育
６
か
所
の
い
ず
れ
か

▽
賃
金　

有
資
格
者
（
教
員
ま
た

は
保
育
士
）
＝
時
間
給
９
百

円
、
無
資
格
者
（
資
格
見
込
含

む
）
＝
時
間
給
8
百
円
。
交
通

費
別
途
支
給

▽
提
出
書
類　

履
歴
書
。
有
資
格

者
は
資
格
証
明
書
の
写
し
も
添
付

▽
提
出
締
切
日　

６
月
20
日（
金
）

▽
採
用　

任
用
時
、
面
接
を
実
施

▽
申
込　

少
子
対
策
課
（
〒

６
５
６
｜
０
１
９
２
南
あ
わ

じ
市
広
田
広
田
１
０
６
４
）

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０

国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘
・
慶
野

松
原
キ
ャ
ン
プ
場
ア
ル
バ
イ
ト

▽
採
用
条
件　
18
歳
以
上
（
高
卒
以
上
）

▽
勤
務
期
間　

７
月
上
旬
〜
８
月

下
旬

▽
勤
務
場
所　

慶
野
松
原
荘
・
慶

野
松
原
キ
ャ
ン
プ
場

問
国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘

　

☎
36
・
３
３
９
１

市
営
・
県
営
住
宅
入
居
者

◆
政
令
月
収
20
万
円
以
下
対
象

（
小
学
校
就
学
前
の
子
供
の
い
る

世
帯
等
は
、
26
万
８
千
円
以
下
）

▽
福
良
漁
民
住
宅
（
福
良
丙
）　

１
戸
、
４
０
４
号
、
２
Ｄ
Ｋ

（
風
呂
な
し
、
単
身
可
）、
昭

和
41
年
度
建
築
。
家
賃
月
額

４
千
９
百
円
〜
１
万
８
百
円

▽
第
２
福
井
住
宅
（
賀
集
福
井
）

１
戸
、
１
０
５
号
、
３
Ｋ
、
２

階
建
（
室
内
階
段
、２
人
以
上
、

浴
槽
な
し
）、
昭
和
55
年
度
建

築
。
家
賃
月
額
７
千
９
百
円
〜

１
万
７
千
４
百
円

▽
四
季
の
丘
団
地（
阿
万
塩
屋
町
）

１
戸
、
Ｂ
棟
２
号
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
２
人
以
上
）、
平
成
16
年
度
建

築
。
家
賃
月
額
２
万
５
千
４
百

円
〜
５
万
５
千
７
百
円
、
駐
車

料
金
１
台
月
額
２
千
５
百
円

（
屋
根
付
５
千
円
）

▽
緑
広
田
鉄
筋
（
広
田
中
筋
）　

１
戸
、３
０
２
号
、３
Ｄ
Ｋ
（
３

人
以
上
）、
昭
和
54
年
度
建
築
。

家
賃
月
額
１
万
５
千
百
円
〜

３
万
３
千
３
百
円

▽
緑
倭
文
鉄
筋
（
倭
文
長
田
）　

１
戸
、
２
０
６
号
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
３
人
以
上
）、
平
成
６
年
度
建

築
。
家
賃
月
額
１
万
８
千
４
百

円
〜
４
万
４
百
円

▽
西
淡
志
知
鉄
筋
（
志
知
南
）　

１
戸
、３
０
４
号
、３
Ｄ
Ｋ
（
２

人
以
上
）、
昭
和
52
年
度
建
築
。

家
賃
月
額
１
万
１
千
９
百
円

〜
２
万
６
千
２
百
円

◆
申
込
期
限　

６
月
13
日
（
金
）

◆
公
開
抽
選
日　

６
月
25
日（
水
）

午
前
10
時
〜
、
西
淡
保
健
セ
ン

タ
ー
１
階
和
室

◆
申
込　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

「
あ
わ
じ
花
と
緑
の
コ
ン
ク

ー
ル
」
の
作
品

▽
応
募
対
象　

各
家
庭
や
グ
ル
ー

プ
、
団
体
で
取
り
組
ん
で
い
る

花
づ
く
り
活
動

▽
応
募
部
門　

①
学
校
・
学
園
部

門
②
職
域
・
事
業
所
・
そ
の
他

部
門
③
家
庭
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

部
門
④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
門

▽
応
募
方
法　

市
役
所
生
活
環
境

課
備
付
け
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
緑
化
場
所

の
カ
ラ
ー
写
真
３
枚
以
上
８

枚
以
内
を
添
付
し
て
申
込

▽
応
募
締
切　

９
月
30
日
（
火
）

問
㈶
淡
路
21
世
紀
協
会

　

☎
24
・
２
０
０
１

県
民
モ
ニ
タ
ー

　

県
で
は
、
施
策
や
事
業
の
立
案

な
ど
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
活
動
内
容　

身
近
な
県
政
課
題

等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
回
答
（
年
４
回
程
度
）

▽
応
募
方
法　

兵
庫
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
募
集
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。（h

ttp
://w
eb
.

p
re
f.h
y
o
g
o
.lg
.jp
/a
c2
0
/

m
o
n
ito
r.h
tm
l

）

問
兵
庫
県
公
聴
室
公
聴
係

　

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
３
０
２
１

カ
ナ
ダ
調
査
視
察
団
ツ
ア
ー

▽
内
容　

カ
ナ
ダ
の
ブ
ッ
チ
ャ
ー

ト
ガ
ー
デ
ン
を
は
じ
め
、
ビ
ク

ト
リ
ア
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
花

緑
関
連
施
設
を
調
査
視
察
す

る
６
日
間
の
ツ
ア
ー

▽
応
募
期
間　

６
月
13
日
（
金
）

〜
７
月
16
日
（
水
）
※
先
着
25
名

▽
視
察
日　

９
月
１
日
（
月
）
〜

６
日
（
土
）

▽
費
用　

30
万
円
（
２
名
１
室
）

問
㈶
淡
路
花
博
記
念
事
業
協
会

　

☎
０
７
９
９
・
75
・
２
１
０
０

自
衛
官

▽
種
目　

２
等
陸
・
海
・
空
士

▽
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子

▽
受
付
期
限　

６
月
６
日
（
金
）

▽
試
験
期
日　

６
月
７
日
（
土
）

ま
た
は
８
日
（
日
）

▽
試
験
内
容　

筆
記
試
験
、
面
接

適
性
検
査
、
身
体
検
査

問
自
衛
隊
あ
わ
じ
駐
在
員
事
務
所

☎
24
・
２
４
４
９

狩
猟
免
許
試
験

　

狩
猟
期
間
中
に
シ
カ
や
イ
ノ
シ

シ
な
ど
の
狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲
す
る

の
に
必
要
な
資
格
で
す
。

▽
受
験
費
用　

５
千
３
百
円

▽
申
込
期
間　

第
１
回
＝
６
月
２

日
〜
17
日
、
第
２
回
＝
８
月
４

日
〜
19
日

▽
試
験
内
容　

１
次
＝
知
識
、
適

性
試
験
。
２
次
＝
技
能
試
験

◆
狩
猟
免
許
初
心
者
講
習
会

　

㈳
兵
庫
県
猟
友
会
主
催
で
、
試

験
前
の
６
月
と
８
月
に
、
受
験
対

象
者
に
、
初
心
者
講
習
会
（
要
申

込
、
有
料
）
を
行
い
ま
す
。

問
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務
所

　

☎
26
・
２
１
０
３

県
立
淡
路
病
院

が
ん
治
療
装
置
を
更
新

　

県
立
淡
路
病
院
で
は
、
島
内

唯
一
の
放
射
線
に
よ
る
治
療
装

置
（
リ
ニ
ア
ッ
ク
装
置
）
を
設
置

し
、
が
ん
治
療
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
最
新
型
の
装
置

に
更
新
し
ま
し
た
。

　

こ
の
装
置
で
は
腫
瘍
に
対
す
る

精
度
の
高
い
照
射
（
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
照
射
）
を
行
い
、
腫
瘍
に
近
い

臓
器
へ
の
影
響
を
最
小
限
度
に
抑

え
る
治
療
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
脳
転
移
な
ど
で

定
位
放
射
線
治
療
が
必
要
な
患
者

様
を
島
外
の
病
院
へ
紹
介
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
当
院

で
治
療
が
行
え
ま
す
。

問
県
立
淡
路
病
院
☎
22
・
１
２
０
０

丸
山
海
釣
り
公
園
周
辺
の

美
化
活
動

▽
日
時　

６
月
18
日
（
水
）
午
前

７
時
〜
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
集
合
場
所　

丸
山
海
釣
り
公
園

駐
車
場
。
一
般
参
加
大
歓
迎

問
南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

　

☎
36
・
４
０
７
９

ゆ
ー
ぷ
る
の
回
数
券
特
別
割

引
販
売

▽
販
売
期
間　

６
月
１
日
〜
７
日

▽
回
数
券
の
有
効
期
限　

21
年
5

月
31
日

▽
割
引
価
格　

10
回
券
＝
10
冊

４
万
２
千
円
、
５
冊
２
万
４
千

円
な
ど
（
割
引
前
は
、
10
冊

５
万
４
千
円
、５
冊
２
万
７
千
円
）

問
ゆ
ー
ぷ
る
☎
50
・
５
１
２
６

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
５
月
号
10
頁
掲
載
の
「
住

宅
の
耐
震
改
修
工
事
に
助
成
金
」

の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
補
助
申
請
手
続
き
」
②
と
③

の
説
明
部
分
、（
誤
）
個
人
負
担

↓
（
正
）
補
助
率
。
訂
正
し
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

さ
ん
ち
し
ょ
う

産
地
消
」
の
直
売
所

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

　
（
駐
車
場
は
旧
福
良
中
学
跡
地
）

▽
内
容　

魚
介
類
な
ど

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
さ
ん
ち
ゃ
ん
市

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
入
口
横

▽
内
容　

野
菜
･
果
物
･
加
工
品

問
さ
ん
ち
ゃ
ん
市
☎
43
・
２
８
８
２

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

　
（
し
づ
お
り
団
地
上
）

▽
内
容　

野
菜
･
果
物

問
事
務
局
☎
46
・
０
３
０
１

◆
幡
多
の
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
〜
11
時

▽
場
所　

営
農
拠
点
セ
ン
タ
ー

　

横
（
榎
列
上
幡
多
）

▽
内
容　

野
菜
な
ど

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
８
時
〜
10
時

▽
場
所　

鳥
井
公
会
堂
前

　
（
八
木
公
民
館
隣
）

▽
内
容　

野
菜
な
ど

問
事
務
局
☎
42
・
１
１
６
９

法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　10日（火）・24日（火）
　　　　13:30 ～ 16:30
◆場所　三原市民センター　小会議室
◆申込　市民課☎ 43-5023 予約必要

テレビ電話による法律相談
◆日時　毎週平日木曜日 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　☎ 0120-36-7830

司法書士会による相談（各先着４人）
（法律・登記相談）　
◆日時　17日（火）10:00 ～ 12:00
（多重債務相談）
◆日時　23日（月）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
問司法書士野口泰

や す し

嗣事務所☎ 26-3123

行政書士による相談
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　９日（月）13:30 ～ 15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　☎ 0799-62-4681予約必要　

女性問題相談　
◆内容　女性の相談員による面接相談
◆日時　20日（金）13:00 ～ 16:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　☎ 0120-36-7830 予約必要

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
　　　　 等。面接相談を基本とします
◆日時　９日（月）13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎　
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　☎ 22-4152 予約必要

こころのケア相談　
◆内容　心の悩みや病気に関すること
◆日時　毎月第１水曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099 予約必要

酒害相談
◆内容　アルコール依存症に関すること
◆日時　毎月第２金曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099 予約必要

 ６月の
　無料相談

初度登録年月：H６年７月
車検満了日：H20年７月12日
走行距離：約155,600km

広報 
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

今月の
おすすめ図書

●ぷぷぷうプウタは一年生
神沢 利子作／久本 直子絵 （講談社）

こぶた小学校1年生のプウ
タ。いろんなともだちがいる
なかで、なにをやっても目立
たないちびぶただ。そんなプ
ウタが、ある日てつぼうにと
びついた。さあ、それから…?

●お母さんのための子育て
の禁句・子育ての名句
豊田 君夫著（黎明書房）

緑公民館図書室☎44-3008

●本物の ｢大人 ｣になるヒント　知っておきたい ｢良識ある人間 ｣の考え方
曽野綾子著(海竜社)

大人は無邪気であってはいけ
ない、人の気を兼ねないのは
人間ではない、勝ち気や見栄
を捨てれば強くなれる、弱点
をたんたんと言えないうちは
未熟である･･･。｢良識ある人
間｣になるための考え方を示
す。
●てとてとてとて
　浜田桂子作（福音館書店）

三原図書館☎43-5037

●狐火の家
貴志祐介著（角川書店）

密室専門（？）の天然系女性
刑事弁護士・青砥純子と、
本職は泥棒（？）のナゾの防
犯ショップ店長・榎本径。
ちょっぴりファニーなコン
ビが4つの密室に挑む傑作ミ
ステリ。「硝子のハンマー」シ
リーズ第2弾。

●しずくちゃんきせつのずかん
　ぎぼりつこ絵（学習研究社）
西淡公民館図書室☎37-3028

●わたしのすきなおとうさん
北川チハル作・おおしまりえ絵（文研出版）

ことみはお父さんが大好き。で
も、お父さんは最近、お仕事ば
かり。ことみが起きている間、
ちっとも家にいません。夢のな
かでもいいから、お父さんに会
いたいな…。そう思って寝たこ
とみは、おかしな夢をみて…。

南淡図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

ま
な
び
の
扉

淡
路
か
が
や
き
未
来
塾

　

淡
路
の
個
性
を
活
用
し
、
ま
ち

づ
く
り
を
実
践
で
き
る
人
材
を
育

成
し
ま
す
。

▽
内
容
（
定
員
）　

①
地
域
振
興

政
策
科
（
20
人
）
②
風
土
資
産
科

（
20
人
）
※
各
科
と
も
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

▽
受
講
期
間　

７
月
〜
２
月
の
平

日
午
後
４
時
間
、
計
７
回

▽
受
講
料　

一
般
２
万
５
千
円
、

学
生
５
千
円

▽
募
集
期
間　

６
月
９
日
（
月
）

〜
30
日
（
月
）

▽
申
込　

㈶
淡
路
21
世
紀
協
会　

　

☎
24
・
２
０
０
１

化
石
展
示
会

「
地
球
46
億
年
の
旅
」

▽
期
間　

６
月
５
日
（
木
）
〜
20

日
（
金
）

▽
場
所　

パ
ル
テ
ィ

▽
展
示
物　

ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
、
ア

ン
モ
ナ
イ
ト
な
ど
島
内
産
出

化
石
や
隕
石
、
古
生
代
の
化

石
、
地
球
カ
レ
ン
ダ
ー
、
恐
竜

関
係
レ
プ
リ
カ
な
ど

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　
☎
37
・
３
０
２
０

埋
蔵
文
化
財
ミ
ニ
展
示

　

西
淡
公
民
館
１
階
に
市
内
の
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
埋
蔵
文
化
財
の

展
示
コ
ー
ナ
ー
が
で
き
ま
し
た
。

展
示
品
は
年
２
回
入
れ
替
え
を
行

い
ま
す
。

▽
展
示
内
容　

賀
集
立
川
瀬
の
嫁

ヶ
渕
遺
跡
の
出
土
品
。
弥
生
時

代
の
木
製
品
や
土
器
・
石
器

▽
期
間　

６
月
21
日
（
土
）
〜
10

月
下
旬

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

良
華
ム
ラ
ギ
シ
の
世
界

村
岸
良り

ょ
う
か華

展

▽
期
間　

６
月
22
日
（
日
）
ま
で

▽
場
所　

玉
青
館
（
松
帆
西
路
、

☎
36
・
２
３
１
４
）

▽
内
容　

㈳
日
本
南
画
院
副
理
事

長
の
村
岸
良
華
氏
の
主
要
な

絵
画
作
品
を
一
同
に
展
示
。
一

部
展
示
入
れ
替
え
を
し
て
い

ま
す
（
23
頁
に
関
連
記
事
）

▽
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

2008.6.1発行

 野
水
正ま

さ
あ
き朔
写
真
展

▽
期
間　

６
月
11
日
（
水
）
〜
７

月
10
日
（
木
）

▽
場
所　

松
帆
活
性
化
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

天
空
を
翔
ぶ
白
い
恋
人

「
し
ら
さ
ぎ
」
に
魅
せ
ら
れ
て

30
年
余
り
。
純
白
の
美
し
い
鳥

を
感
動
と
情
熱
を
も
っ
て
実

存
す
る
も
の
以
上
の
生
命
感

を
も
っ
て
表
現

問
松
帆
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
36
・
２
１
３
７

南
あ
わ
じ
市
出
身
Ｊ
リ
ー
ガ

ー
応
援
ツ
ア
ー

▽
内
容　

波
戸
康
広
選
手
所
属
の

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
VS
ヴ

ィ
ッ
セ
ル
神
戸

▽
日
程　

７
月
５
日
（
土
）
午
後

４
時
、
西
淡
庁
舎
発
。（
午
後

７
時
開
始
。
ホ
ー
ム
ズ
ス
タ
ジ

ア
ム
神
戸
会
場
）

▽
参
加
費　

大
人
７
０
０
０
円
、

子
ど
も
５
４
５
０
円
（
保
護
者

同
伴
）
希
望
者
に
弁
当
手
配

（
８
０
０
円
）

▽
申
込　

南
あ
わ
じ
市
サ
ッ
カ

ー
協
会
（
河
辺
）
☎
０
９
０
・ 

３
６
２
２
・
８
９
４
３
、
F 

36
・
５
５
７
９
※
先
着
順

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

　

要
約
筆
記
と
は
耳
の
聞
こ
え
の

不
自
由
な
方
に
書
い
て
伝
え
る
筆

記
通
訳
の
こ
と
で
す
。

▽
日
時　

７
月
５
日
（
土
）
〜
９

月
13
日
（
土
）
毎
週
土
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
場
所　

緑
公
民
館（
定
員
15
人
）

▽
資
料
代　

３
５
０
０
円

▽
申
込
締
切　

６
月
27
日
（
金
）

●京阪神のスイーツ＜自分に！贈り      
　 物に！今すぐ買える２５０個＞
　 京阪神エルマガジン社

◆日時　６月20日（金）～７月６
　日（日）の開館時間
◆場所　三原図書館
◆内容　現在使用されている小中学
　校の教科書を展示
問学校教育課☎ 37-3018

◆カードを発行するには？
　利用カードを発行できるのは、島
内にお住まいの方、南あわじ市に在
勤・在学の方です。図書館（室）へ
本人確認ができるものをご持参のう
え、申請してください。

◆死亡や転出などあれば届出を
　図書利用カードの資格を喪失（死
亡・転出等）された方は、最寄りの
図書館（室）へご返却ください。
　また、結婚・転居等により、住所・
氏名及び電話等連絡先が変わられた
方も、変更内容を届出ください。

　

　市
いちしん

新で見つかったこの

遺跡からは、古墳時代の

朝鮮半島製土器の特徴（格

子模様・平底など）を持

つ土器が出土しました。

　これは朝鮮半島から持

ち込まれたものではなく、

この周辺の土で作られて

いることから、朝鮮半島

から来た人がここに住ん

で作っていたことがわかりました。他にも朝鮮半島製

の鉄製品も出土しました。畿内の玄関口であった淡路

島の中でも大きな平野を有する南あわじ市は、いにし

えから重要な土地だったといえるでしょう。

           問埋蔵文化財調査事務所☎ 42-3849

木き

ど

は

ら

戸
原
遺
跡

34シリーズ

小中学校用教科書の展示

●６月の図書館カレンダー

▽
申
込　

淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン

タ
ー
☎
24
・
３
８
５
０

人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
仲
野
寿ひ

さ

し志
木
版
画
展

　

７
月
31
日
（
木
）
ま
で

◆
仲
野
文ふ

み

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

― 

藤
井
佐さ

ち知  

陶と

う

の
仕
事 

―

　

７
月
31
日
（
木
）
ま
で

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

　
「
義
経
千
本
桜
道み
ち
ゆ
き
は
つ
ね
の
た
び

行
初
音
旅
」

　

８
月
下
旬
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

第
50
回
天
体
観
測
会
「
三
日
月

と
プ
レ
セ
テ
星
団
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

６
月
７
日
（
土
）
午
後

８
時
〜
９
時
30
分

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
そ
の
他　

悪
天
候
時
は
神
代
公

民
館
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
。
参
加

費
無
料
。
保
護
者
同
伴
。
50
回
記

念
と
し
て
先
着
30
組
に
記
念
品

問
く
ま
し
ろ
ふ
れ
あ
い
広
場
（
木

田
徹
）
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・ 

３
８
２
４

金
子
み
す
ゞ
生
誕
の
地
で
学
ぶ

研
修
旅
行
、
参
加
者
募
集

　
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い

い
」
の
詩
で
お
な
じ
み
の
、
金
子

み
す
ゞ
さ
ん
ゆ
か
り
の
地
を
巡
り

ま
す
。

▽
日
程　

８
月
２
日
（
土
）
〜
３

日
（
日
）
※
１
泊
２
日

▽
場
所　

山
口
県
長
門
市

▽
参
加
費　

１
万
５
千
円

▽
内
容　

み
す
ゞ
七
夕
笹
ま
つ
り

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

案
内
で
記
念
館
と
み
す
ゞ
通

り
を
視
察

▽
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
締
切　

６
月
30
日
（
月
）

▽
申
込　

南
あ
わ
じ
市
人
権
教
育

研
究
協
議
会
☎
37
・
３
０
１
９

　
　トレーニングルームを利用する場合、初回
のみ、この講習会を受講していただきます
●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６人（完全予約制）
●講習時間　約１時間30分
●利用料金　200円（２回目以降）
※申込みは６月３日（火）午前８時30分
　から電話で受付します。☎ 50-5077
※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月日 曜日 第１講習時間 第２講習時間

６ 月 14 日 土 10:30 ～ 14:00 ～

６ 月 15 日 日 10:30 ～ 14:00 ～

６ 月 27 日 金 13:30 ～ 19:00 ～

初回トレーニング講習会
受講者募集

 １     2　           3       4       5   　６     ７ 

 8      9     10     11     12    13    14

15    16   17     18     19     20   21

22    23   24     25     26     27   28   

29    30   

日 月 火 水 木 金 土

※○はおやすみです

月末日

図書利用カード

▲出土した土器



いきいき健康生活

19 18

い
き
い
き
健
康
生
活

問健康課
☎44-3004

2008.6.1発行

６月の健康カレンダー

※「いきいき教室」、「リハビリ教室」、「足腰ピンシャン教室」のお問い合わせは、
包括支援センター（☎ 44-3006）まで。それ以外は健康課（☎ 44-3004）へ。

※健康カレンダーは南あわじ市ホームページの「イベントカレンダー」からでも
　ご覧いただけます。アドレスは、http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/

内容 日 曜日 時間 場所
糖尿病予防教室

月１回６ヶ月コース。軽症糖尿病
で64歳以下の方を対象（要予約）

５ 木  9:00 ～ 16:00 三原保健センター

11 水   〃 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所

生活習慣病相談、栄養
相談、血糖測定、尿検
査、血圧測定、体脂肪
測定など

２ 月   9:00 ～ 11:00 三原保健センター
４ 水   〃 緑保健福祉センター
16 月   〃 西淡保健センター
23 月   〃 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
エアロビクス・スト
レッチ体操。64歳まで
の方を対象（要予約）

10 火 13:30 ～ 15:00 緑保健福祉センター

内容 日 曜日 時間 場所
介護予防教室
（健康チェック・体操・
認知症予防・レクリ
エーションなど）
65歳以上の方を対
象（要予約）

３ 火 13:30 ～ 15:00 南淡福祉保健センター
４ 水 〃 緑保健福祉センター
５ 木 〃 三原保健センター
19 木 〃 西淡保健センター
19 木 13:00 ～ 15:00 沼島総合センター

内容 日 曜日 時間 場所
64歳までの機能訓
練を必要とされる方
を対象（要予約）

25 水 13:30 ～ 15:30 緑保健福祉センター

内容 日 曜日 時間 場所

転倒予防のための
下肢筋力・バラン
ス力向上運動。
65歳以上で筋力低
下、移動能力の低
下がある方を対象
（要予約）

10 火   9:30 ～ 11:30 南淡福祉保健センター
10 火 13:30 ～ 15:00 三原保健センター
12 木 10:00 ～ 11:30 緑保健福祉センター
12 木 13:30 ～ 15:00 西淡保健センター
24 火   9:30 ～ 11:30 南淡福祉保健センター
24 火 13:30 ～ 15:00 三原保健センター
26 木 10:00 ～ 11:30 緑保健福祉センター
26 木 13:30 ～ 15:00 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
愛育班活動 19 木   9:30 ～ 12:00 沼島総合センター

 ■休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

６月１日（日） 橋田友孝 医師 柴田亮平 医師

６月８日（日） 前田昌己 医師 橋田友孝 医師

６月15日（日） 福原正博 医師 福田郁夫 医師

６月22日（日） 福田郁夫 医師 福原正博 医師

６月29日（日） 真野博文 医師 前田昌己 医師

診察日 担当医師 備　考

６月１日（日） 坂口美奈子 医師 受診前に電話を
おかけください
☎23ｰ2700

担当医は都合に
より変更になる
こともあります。

６月８日（日） 田 中 一 宏 医師

６月15日（日） 富 本 康 仁 医師

６月22日（日） 奥 村　 司 医師

６月29日（日） 大 橋　 明 医師

 ■休日小児救急診療（県立淡路病院）

乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

内容 日 曜日 時間 場所

介護予防の運動教
室（筋力向上トレー
ニング、転倒予防
エクササイズ、リ
ズム体操など）

65歳以上の方を対
象（要予約）

６ 金   9:30 ～ 11:30 三原市民センター
６ 金 13:30 ～ 15:30 西 淡 公 民 館
13 金   9:30 ～ 11:30 緑保健福祉センター
13 金 13:30 ～ 15:30 南淡福祉保健センター
20 金   9:30 ～ 11:30 三 原 公 民 館
20 金 13:30 ～ 15:30 西 淡 公 民 館
27 金   9:30 ～ 11:30 緑保健福祉センター
27 金 13:30 ～ 15:30 南淡福祉保健センター

 ■時間外診療病院
曜日 病院名 曜日 病院名

月 平成病院 木 翠鳳第一病院

火
平成病院 金 中林病院

八木病院 土 翠鳳第一病院

水
中林病院 ●平日18:00～23:00

●土曜13:00～23:00南淡路病院

内　　　容 日 曜日 受付時間 場　　所
強い歯・幼児フッ素塗布
（平成17年３月･ 17年９月生）

３ 火 13:00～13:15

緑保健福祉センター
２歳児歯科健診

（平成 18 年３月生）
17 火 13:00～13:15

母親学級 12 木 13:15～13:30
遊びの教室 26 木  9:30 ～（予約制）
発達支援相談 26 木 13:30 ～（予約制）

育児相談
（平成19年４月生）
（平成19年 11月生）

4 水 13:00～13:15 西淡保健センター
11 水 〃 緑保健福祉センター
18 水 〃 南淡福祉保健センター
25 水 〃 三原保健センター

３歳児健康診査
（平成17年５月生）

20 金 12:30～12:45 緑保健福祉センター

１歳６か月児健康診査
（平成18年 11月生）

６ 金 12:30～12:45 南淡福祉保健センター

10か月児健康診査
（平成19年８月生）

13 金 12:30～12:45 三原保健センター

４か月児健康診査
（平成20年２月生）

27 金 12:30～12:45 西淡保健センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（平成20年１月生）

24 火 ９:45～ 10:00 西淡保健センター

食育講座ぱくぱく栄養サロン
（平成19年９・10月生）

10 火
10:00～10:30
（予約制）

南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
生活習慣病、栄養、介護
予防の相談や健診など

26 木   9:30 ～ 11:00 仁 尾 荘

乳
が
ん
検
診

▽
対
象　

40
歳
以
上
の
女
性
で
、

平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
に

お
い
て
偶
数
年
齢
の
人

【
例
】
①
昭
和
42
年
３
月
１
日
生

ま
れ
の
方
＝
平
成
21
年
４
月

１
日
時
点
で
42
歳
の
た
め
、
受

診
で
き
ま
す
。
②
昭
和
42
年
４

月
５
日
生
ま
れ
の
方
＝
平
成

21
年
４
月
１
日
時
点
で
41
歳

の
た
め
、
受
診
で
き
ま
せ
ん

▽
検
診
期
間　

６
月
〜
12
月
（
７

か
月
間
）

▽
予
約
受
付
期
間　

５
月
26
日

（
月
）
〜
12
月
12
日
（
金
）

▽
個
人
負
担
金　

１
７
０
０

円
。
検
診
当
日
、
受
診
さ

れ
た
医
療
機
関
で
お
支
払

い
く
だ
さ
い

▽
検
診
内
容　

問
診
、
視
触

診
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

▽
持
参
す
る
も
の　

①
乳
が
ん
検

診
受
診
票
（
申
込
者
に
送
付
）

②
個
人
負
担
金
③
乳
が
ん
検
診

結
果
票
（
事
前
に
名
前
等
記
入
）

▽
予
約
方
法　

下
記
一
覧
に
掲
載

の
医
療
機
関
へ
直
接
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
申
込
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
至
急
、
健
康
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

　

乳
房
を
専
用
の
装
置
で
圧
迫

し
、
Ｘ
線
撮
影
を
行
い
ま
す
。
視

触
診
で
は
発
見
し
に
く
い
小
さ
な

し
こ
り
も
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
早
期
が
ん
の
発
見
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　

撮
影
時
に
は
乳
房
を
は
さ
む
の

で
、
少
し
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
乳
房
を
中
心

と
し
た
、
ご
く
狭
い
範
囲
に
Ⅹ
線

を
照
射
さ
せ
ま
す
。
頭
部
や
下
腹

部
に
は
、
被
爆
の
心
配
は
あ
り
ま

せ
ん
。

乳がん検診実施医療機関
医療機関 所在地 電話番号 予約受付時間
穀内クリ
ニック

北阿万新田中40 55-0059
月・火・水・金9：00～ 18：00
　　　土　　 　9：00～ 12：00

海の里クリ
ニック

福良甲1528-6 50-3533
月・火・木・金 9：00～ 12：00
　　　　　　　15：00～ 18：00
　　水・土　 　9：00～ 12：00

八木病院 八木寺内1147 42-6188 　　月～金　 　9：00～ 16：00

平成病院 八木養宜中173
42-5335
42-6864（直通）

　　月～土　 　9：00～ 17：30

※上記の時間は、予約受付時間です。検診日は別日時になります。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
導
入
し
た
乳
が
ん
検
診

を
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
行
う
た
め
、
定
期
的
に
乳
が
ん
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

広報 

読み書き・簡単な計算で認知症を予防

「脳の健康教室」参加者募集
◆対象　65歳以上で、毎日10分程度の
　自宅学習が可能な方
◆定員　20人（先着順）　◆参加費　無料
◆学習期間　７月～９月の毎週月曜日
　（午前9:30または、10:30 からの 30分程度）
◆場所　緑市民センター（緑公民館）
◆申込期間　６月２日（月）～13日（金）
◆申込　地域包括支援センター☎ 44-3006

学習支援ボランティアも募集
◆対象　概ね60歳までの方で、明るく高齢
　者との会話を楽しめる方
◆活動内容　週１回３時間程度、参加高齢者
　への学習支援
◆謝礼　１回1,000円 
◆申込　地域包括支援センター☎ 44-3006

６月９日（月）締切

町ぐるみ健診申込み（乳がん検診以外）
の受付は終了しています

　今年度から、健診は完全予約制を導入し、既に満
員になっています。（５月 16日現在、11,087 人）

町ぐるみ健診をお申し込みされた医療保険
加入者本人（市国民健康保険以外）の方へ

　医療保険加入者本人は、必ず職場の健診を受けて
ください。また、被扶養者の特定健康診査（40 ～
74 歳）も市と契約をかわした医
療保険の加入者のみ受診できま
す。受診の際、医療保険者から特
定健康診査用受診券をもらわない
と、受診できません。
　医療保険未加入者や特定健康診
査受診券がない方は、全額自己負担
（4,800 円程度）となります。送付
されてない方は、医療保険者かお勤
め先にお問い合わせください。 ▲特定健康診査用受診券（見本）



心のかけはし
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平成20年５月19日までの受付分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
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子
ど
も
た
ち
が
昭
和
の
遊
び
を
体
験

●人　口 52,848人（前月比－40人）
　（男）　 25,508人（前月比－20人）
　（女）　 27,340人（前月比－20人）
●世帯数 18,249世帯（前月比＋19世帯）
　　　　　　　　※平成20年５月１日現在

せいだん（☎37－3028）西淡公民館内
みはら　（☎42－7703）働く婦人の家内
みどり　（☎44－3008）緑市民センター内
なんだん（☎50－3048）南淡公民館内

南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 午後1時 【開設時間】 

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
橋本　直樹（松　帆）

石崖　明宏（　湊　）

岡田　真稲（淡路市）

吉田慎太郎（榎　列）

井本　良明（神戸市）

橋本　　望（倭　文）

岩倉　宏樹（阿　万）

小畠　諒祐（八　木）

阿萬野泰三（　市　）

加地　政仁（倭　文）

櫻木　信吾（　市　）

赤穂　克也（阿　万）

飛田　修作（賀　集）

上村　博信（北阿万 )

藤田真理沙（明石市）

富山奈津子（　市　）

谷中　理恵（阿　万）

阿部　円香（阿　万）

名主川ひろみ（賀　集）

田中　佑佳（榎　列）

梅本ゆかり（賀　集）

上田真永美（神　代）

曽根香代子（　湊　）

干潟　　望（倭　文）

後山　真穂（淡路市）

道上　百恵（津　井）

大石真梨子（香川県）

柳本　淳子（松　帆）

4 月 20 日

4 月 20 日

4 月 21 日

4 月 28 日

4 月 29 日

5 月 4 日

5 月 4 日

5 月 5 日

5 月 5 日

5 月 5 日

5 月 11 日

5 月 15 日

5 月 18 日

5 月 18 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
中尾美代子

大内　義彦

岸上ひさ子

川 井　　 隆

宮崎百合子

蔭山三代一

中田八十子

飛田ひさ子

樫 本　　 求

高向かねこ

田村　孝夫

神 代

八 木

北阿万

八 木

志 知

湊

賀 集

福 良

阿 万

北阿万

神 代

99

89

85

62

85

84

79

89

69

86

78

4 月 20 日

4 月 21 日

4 月 22 日

4 月 23 日

4 月 23 日

4 月 24 日

4 月 24 日

4 月 27 日

4 月 27 日

4 月 30 日

4 月 30 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

仲野　琢
た く と

人

山西　辰
た つ き

玖

井上　真
ま ほ

帆

荒田虎
こ た ろ う

太郎

後藤　真
ま あ さ

麻

長田　萌
も も

々

小丸　來
ら い な

南

山口　陽
き よ ら

來

木下　結
ゆ い と

斗

冨本　悠
ゆ う と

斗

足立　晴
は る と

翔

北内　陽
ひ な

菜

入江　一
か ず き

輝

仲野　碧
そ ら

天

富永　彩
さ え

愛

平野　圭
け い と

人

田 辺　　 悠
ゆう

登日　天
て ん ま

真

土井　悠
ゆうせい

誠

真野　優
ゆ う と

杜

⻆ 所　　 蒼
そら

戎本　心
こ は る

春

伊 吹　　 仁
じん

小濱亜
あ ゆ り

邑莉

奥野　由
ゆ な

奈

藤本　頼
ら い と

人

前池　百
も も か

花

梶原　諒
あ き と

士

廻角　一
い ち か

花

藪田　颯
は や と

人

津田　太
た い し

獅

川上　咲
さ き

稀

男

男

女

男

女

女

男

女

男

男

男

女

男

男

女

男

男

男

男

男

男

女

男

女

女

男

女

男

女

男

男

女

晃 広

道 行

博 章

康 平

勝

充 洋

朝 海

貴

量 右

紘 之

明 宏

智 孝

秀 司

研 次

耕 史

太 一 郎

悟

卓 次

勤

幸 治

学

仁

翔 太

啓 誠

寿 久

大 輔

和 泰

勝 将

素 輝

晃 久

秀 幸

浩 章

神 代

榎 列

福 良

市

福 良

広 田

神 代

倭 文

八 木

松 帆

加古川市

市

阿那賀

市

榎 列

福 良

松 帆

市

神 代

榎 列

榎 列

広 田

松 帆

松 帆

榎 列

神 代

徳島県

八 木

阿 万

神戸市

大阪府

市

4 月 8 日

4 月 13 日

4 月 14 日

4 月 15 日

4 月 15 日

4 月 17 日

4 月 18 日

4 月 20 日

4 月 20 日

4 月 21 日

4 月 21 日

4 月 22 日

4 月 22 日

4 月 24 日

4 月 24 日

4 月 25 日

4 月 25 日

4 月 26 日

4 月 27 日

4 月 28 日

4 月 28 日

4 月 29 日

5 月 1 日

5 月 2 日

5 月 2 日

5 月 2 日

5 月 3 日

5 月 7 日

5 月 8 日

5 月 12 日

5 月 12 日

5 月 12 日

氏名 年齢 地区 死亡日
堀川さとる

村上さち子

藤井てるほ

山口かをる

森﨑武次郎

細川　利夫

江本　徳次

岩本　義晴

原　　 貞 義

阿萬 ひで

松 帆

志 知

倭 文

賀 集

福 良

八 木

賀 集

阿 万

松 帆

北阿万

80

86

87

73

83

77

57

79

94

93

5 月 1 日

5 月 1 日

5 月 1 日

5 月 2 日

5 月 3 日

5 月 3 日

5 月 5 日

5 月 7 日

5 月 7 日

5 月 8 日

氏名 年齢 地区 死亡日
中 山　　 勲

山口きみ子

山ハツコ

藤 岡　　 功

西濵あつみ

井上　哲夫

加地　勝吉

東條　政夫

橋本ふくゑ

澤 内　　 猛

津 井

志 知

倭 文

市

阿 万

広 田

倭 文

福 良

市

志 知

89

88

73

75

76

80

87

83

92

58

5 月 8 日

5 月 8 日

5 月 10 日

5 月 11 日

5 月 11 日

5 月 15 日

5 月 16 日

5 月 16 日

5 月 16 日

5 月 18 日

死亡

　梅雨みたいに何だか気分がはれない、憂うつで日常生
活にも支障をきたしてしまう。お母さんの心は大丈夫で
すか？かぜなどの症状と比べて他人には理解してもらえ
ません。｢つらいなあ ｣と感じたら症状を悪化させる前
に精神科や心療内科などを受診しましょう。

●土曜ふれあいひろば
センター ６月の開催日 場　　所 時間
せいだん ７ 松帆活性化センター ９:30 ～

11:30みどり 28 倭文支所

●親子水泳教室　６月９日（月）、ゆとりっく
　10:00 ～ 10:45　ぞうくんひろば（１歳以上）
　11:00 ～ 11:45　うさちゃんひろば（０歳児）
　お申込は、各センターまで。

●運動会　
　６月 22日（日）10:00 ～ 12:00
　三原健康広場体育館
　お申込は、各センターまで。

●ふれあいひろば
　公園感覚で気軽に集う、自由あそびのひろばです。どのセン

ターに参加しても結構です。事前の申し込みも要りません。
センター ６月の開催日 場　所 時　間
せいだん ５,10,12,17,19,24,26 松帆活性化センター

９:30 ～
11:30

みはら ５,10,12,17,19,24,26 働く婦人の家
  みどり ４,11,13,18,25,27 緑保健福祉センター
なんだん ２,13,16,23,27,30 南淡公民館

　
「
淡
路
だ
ん
じ
り
祭
」
が

開
催
さ
れ
た
４
月
29
日
は
、

昨
年
か
ら
「
み
ど
り
の
日
」

に
替
わ
っ
て
「
昭
和
の
日
」

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ

せ
、
市
内
の
小
学
生
を
対
象

に
し
た
「
わ
ん
ぱ
く
塾
」
事

業
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
昭
和
時
代
の
代
表
的

な
遊
び
を
体
験
し
て
も
ら
う

広
場
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
健
康
広
場

の
体
育
館
に
、
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
折

り
紙
教
室
＆
紙
ヒ
コ
ー
キ
飛

ば
し
大
会
、
ゴ
ム
鉄
砲
射
的

４
月
29
日
は
「
昭
和
の
日
」

大
会
、
け
ん
玉
検
定
、
び
ゅ

ん
び
ゅ
ん
ゴ
マ
、
紙
と
ん

ぼ
作
り
な
ど
の
懐
か
し
い

遊
び
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

大
人
に
と
っ
て
は
懐
か

し
い
遊
び
で
も
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
新
鮮
な

も
の
で
、
目
を
輝
か
せ
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

け
ん
玉
検
定
で
は
、
お

父
さ
ん
の
方
が
熱
心
に
け

ん
玉
検
定
に
挑
戦
す
る
姿

が
見
ら
れ
た
り
、
び
ゅ
ん

び
ゅ
ん
ゴ
マ
で
は
、
悪
戦

苦
闘
の
末
、
よ
う
や
く

回
せ
る
よ
う
に
な
り
、
お

も
ち
ゃ
作
り
の
喜
び
を
味

年
齢
別
広
場
「
ぞ
う
く
ん
ひ
ろ
ば
」

紙
ヒ
コ
ー
キ
飛
ば
し
大
会

広報 

ゴ
ム
鉄
砲
で
射
的
に
挑
戦

ご利用ください「子育てファミリー・サポートくらぶ」
　子育て中の保護者をサポート。子どもの一時預かりなどを行います。
　◆利用料：30分 300円（共通）　　◆対象：０歳～６歳の子ども　　※事前に面談が必要です

名 称 広 田 倭 文 ピッピー 八 木 おのころ 福良

活動場所 緑公民館 倭文支所 働く婦人の家（市） 八木公民館 榎列公民館 児童館

利用時間
月～金

8:00～ 18:00
月～金

8:00～ 18:00
月～金

8:00～ 18:00
月～金

8:00～ 19:00
月～金

8:00～ 19:00
月～金

8:00～ 18:00

申 込 先
原田よし子
☎45-0766

平池啓子
☎46-0030

松本英子
☎42-1024

増田利子
☎42-2314

高野春栄
☎42-3421

松坂美恵子
☎52-1369

わ
っ
て
い
る
子
ど
も
の
姿
も

あ
っ
た
り
し
て
、
親
子
で
共

有
す
る
思
い
出
が
た
く
さ
ん

で
き
た
よ
う
で
す
。

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

春
の
叙
勲
で
永
年
、
消
防
活

動
に
尽
く
し
、
地
域
住
民
の
安

全
を
守
ら
れ
た
杉
本
美
智
夫
さ

ん
（
榎
列
）
に
瑞
宝
単
光
章
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

杉
本
さ
ん
は
26
歳
で
地
元
消

防
団
に
入
団
。
平
成
4
年
か
ら

は
旧
三
原
町
で
消
防
団
長
を
4

年
間
務
め
ら
れ
、
豊
富
な
知
識

と
経
験
、
指
導
力
で
消
防
団
の

育
成
強
化
や
住
民
へ
の
防
火
意

識
の
普
及
活
動
に
努
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

旧
三
原
郡
消
防
協
会
長
も
兼

務
さ
れ
て
い
た
平
成
７
年
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
島
内

の
救
援
活
動
の
支
援
を
行
う
な

ど
、
常
に
災
害
発
生
に
際
し
て

は
、
率
先
垂
範
し
て
防
災
活
動

お
め
で
と
う

あわじオープンガーデン花を通じて交流
　花と緑を愛する人々が集い、花を通じて交流を深めてもらおうと、

「第７回あわじオープンガーデン」が４～６月に島内約 60か所で開

催されています。

　市内の斉藤さん宅では、来場者がガーデナーに花の名前や見どころ

を尋ねながらゆっくり観賞。いくつものガーデンを回る来場者は、「行

く場所ごとにガーデナー持ち前のこだわりがある。今年も楽しませて

もらいました」と話していました。
▲ガーデナーの庭を見学する来場者（吉井さん宅）

の
指
揮
に
あ
た
り
、
被
害
を
最

小
限
度
に
食
い
止
め
、
生
命
と

財
産
を
守
る
消
防
活
動
、
地
域

の
安
全
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
杉
本
さ
ん
は
、
青
年

団
活
動
に
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
さ
れ
、昭
和
49
年
に
は
、

日
本
青
年
団
協
議
会
会
長
も
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
章
に
際
し
、
杉
本
さ
ん

は
「
一
緒
に
頑
張
っ
て
き
た
仲

間
や
先
輩
方
、
家
族
の
支
え
が

あ
っ
た
お
か
げ
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
人
権
擁
護

委
員
を
務
め
ら
れ
た
次
の
方
々

に
、
５
月
３
日
、
表
彰
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

◆
久く

じ

め

次
米
康
次
さ
ん
（
広
田
）

に
法
務
省
人
権
擁
護
局
長

感
謝
状

◆
飯
田
弘
子
さ
ん
（
松
帆
）
に

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
長
表
彰

　

久
次
米
さ
ん
は
、
平
成
10
年

６
月
か
ら
、
飯
田
さ
ん
は
、
平

成
11
年
10
月
か
ら
、
人
権
擁
護

委
員
を
務
め
ら
れ
、
地
域
の
中

で
人
権
保
護
と
人
権
思
想
の
啓

発
等
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

2008.6.1発行

「
南
あ
わ
じ
市
花
マ
ッ
プ
」
で
花
づ
く
り
活
動
を
Ｐ
Ｒ

　

道
路
の
路
肩
や
公
共
施
設
、
公

園
な
ど
の
街
の
あ
ち
こ
ち
に
植
え

ら
れ
て
い
る
四
季
折
々
の
草
花
。

南
あ
わ
じ
市
花
づ
く
り
協
会
（
安

田
安
義
会
長
）
で
は
、
１
２
０
の

市
民
グ
ル
ー
プ
が
こ
れ
ら
の
花
の

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
協
会
は
、
４
月
26
日
の
総
会

に
合
わ
せ
て
、
会
員
ら
が
手
入
れ

し
て
い
る
花
壇
を
示
し
た
「
南
あ

わ
じ
市
花
マ
ッ
プ
」
を
作
製
。
こ

の
花
マ
ッ
プ
は
、
関
係
施
設
や
学

▲花づくり協会が発行した「南あわじ市
　花マップ」

広報 

沼島で「鱧
はも

供養祭」豊漁と商い繁盛を願って
　5月 15日、沼島でハモの御霊を供養して豊漁と商いの繁

盛を祈念する「鱧供養祭」が行われました。

　この催しは、灘と沼島の飲食店経営者らで組織する「灘・

沼島観光ふるさと会」の主催で今回 17回目。沼島の西光寺

で法要が行われた後、沼島の南東海上、上
かみたてがみいわ

立神岩の前で、全

長約１ｍのハモ７匹を海に放ちました。この後、マスコミ関

係者にハモすき鍋を披露し、ハモの魅力をＰＲしました。
▲沼島沖海上で、鱧を放流する関係者

初
ハ
モ
の
味
に
舌
鼓

「
南
あ
わ
じ
ハ
モ
」
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

南
あ
わ
じ
市
滝
川
記
念
美
術
館

「
玉
青
館
」
で
は
、
４
月
12
日
〜

６
月
22
日
の
期
間
、「
良
華
ム
ラ

ギ
シ
の
世
界
―
村
岸
良
華
展
―
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
で
は
、
㈳
日
本
南

画
院
副
理
事
長
を
務
め
る
、
南
画

家
の
村
岸
良
華
さ
ん
の
こ
れ
ま
で

の
主
要
な
作
品
を
一
堂
に
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
５

月
４
日
、
村
岸
さ
ん
が
玉
青
館
を

訪
れ
、
一
般
入
館
者
約
１
０
０
人

と
と
も
に
、
作
品
一
つ
ひ
と
つ
の

思
い
出
を
話
し
な
が
ら
、
作
品
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

展
示
さ
れ
て
い
る
水
墨
・
墨
彩

画
作
品
22
点
は
ど
れ
も
、
温
か
さ

と
情
趣
が
伝
わ
る
独
自
の
世
界
観

が
あ
り
、
村
岸
さ
ん
は
、
や
さ
し

い
語
り
口
で
、
作
画
し
た
場
所
や

見
ど
こ
ろ
な
ど
を
参
加
者
に
語
り

か
け
て
い
ま
し
た
。

▲作品一つひとつを紹介する村岸さん（中央）

▲ハモの骨きりを披露する板前さん

春
の
叙
勲

杉
本
美
智
夫
さ
ん

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
初
せ
り
が
行

わ
れ
た
後
、
料
理
人
に
よ
る
骨
切

り
シ
ョ
ー
が
公
開
さ
れ
、
初
ハ
モ

を
使
っ
た
「
ハ
モ
す
き
」
が
先
着

２
０
０
人
に
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
料
理
は
も
と
も
と
漁
師
の

家
庭
料
理
。
こ
ん
ぶ
と
ハ
モ
の
あ

ら
で
ダ
シ
を
と
り
、
玉
葱
を
入
れ

て
さ
っ
と
煮
込
み
ま
す
。
淡
路
手

延
べ
素
麺
を
入
れ
る
と
、
さ
ら
に

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　

試
食
し
た
参
加
者
は
、「
ハ
モ

が
プ
リ
プ
リ
し
て
美
味
し
い
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
旬
を
迎
え
る
ハ
モ
。

５
月
11
日
、「
南
あ
わ
じ
ハ
モ
」

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
初
企
画

と
し
て
、
南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

が
福
良
漁
港
で
初
せ
り
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
産
の
ハ
モ
は
、
京
阪

神
で
は
料
亭
な
ど
で
最
高
級
品
と

し
て
扱
わ
れ
る
な
ど
好
評
。
身

は
ほ
ん
の
り
甘
く
、
こ
れ
か
ら
の

シ
ー
ズ
ン
は
脂
が
の
っ
て
、
さ
ら

に
旨
み
が
増
し
ま
す
。

沼
島
の
春
祭
り

故
郷
で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

▲水しぶきをあげて勢いよく海に入るだんじり

こ
の
日
ば
か
り
は
と
帰
省
し
、
勇

猛
な
こ
の
祭
り
に
参
加
。
家
族
や

懐
か
し
い
仲
間
ら
と
だ
ん
じ
り
を

曳
き
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
５

月
３
日
と
４
日
、
沼
島
で
春
祭
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

故
郷
を
離
れ
て
い
た
若
者
も
、

校
な
ど
に
配
布
さ
れ
る
予
定
で

す
。
安
田
会
長
は
、「
花
を
植
え

れ
ば
、
街
が
美
し

く
な
る
。
花
を
み

れ
ば
、
人
の
心
が

美
し
く
な
る
。
こ

の
冊
子
を
通
じ
て

私
た
ち
の
活
動
に

興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
し

て
、
マ
ッ
プ
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
し

人
権
擁
護
委
員
に
表
彰

南
画
家
の
村
岸
良
華
さ
ん
が
玉
青
館
を
訪
れ
る

作
家
と
鑑
賞
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▲杉本さん

南
あ
わ
じ
市
花
づ
く
り
協
会
が
製
作

た
。

　

同
協
会
は
今
年
度
か
ら
広
報
活

動
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
今
後
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報
提

供
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

▲夕方には、だんじりに提灯を付け、街中を回ります（５月３日）
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く
ま
し
ろ
ふ
れ
あ
い
広
場

は
、
科
学
や
文
化
を
通
し
て
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
や
地
域
の
課
題
解

決
へ
の
取
り
組
み
を
目
的
に
、

昨
年
神
代
地
区
自
治
会
が
中
心

と
な
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
代
表
的
な
活
動
は
毎
月
開

か
れ
る
天
体
観
測
会
で
、
他
に

親
子
で
観
劇
を
楽
し
む
集
い
や

パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
様
々
な
活

動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
今
、
神
代
地
域
の

シ
カ
に
よ
る
農
業
被
害
か
ら
自

然
環
境
を
考
え
る
取
組
み
「
サ

イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
く
ま
し
ろ
」

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
1

回
は「
シ
カ
の
生
態
に
つ
い
て
」

奈
良
教
育
大
の
鳥
居
春
巳
先
生

に
ご
講
演
い
た
だ
き
、
第
2
回

は
「
農
業
被
害
を
抑
え
る
た
め

に
山
と
シ
カ
と
ど
う
付
き
合
っ

て
い
く
か
」
を
テ
ー
マ
に
大
学

の
先
生
方
や
行
政
の
方
々
も
一

緒
に
、
実
際
に
シ
カ
の
食
害
等

を
見
な
が
ら
諭
鶴
羽
山
を
歩
き

ま
し
た
。
山
は
豊
か
な
緑
や
水

を
湛た
た

え
る
命
の
源
で
す
。
こ
う

し
た
問
題
は
、
決
し
て
一
部
の

方
々
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
こ

と
を
、
ま
ず
知
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

広報 

▲シカ被害の状況を視察（４月27日、諭鶴羽山）

共
に
考
え
行
動
で
き
る
地
域
を
目
指
し
て
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ま
し
ろ
ふ
れ
あ
い
広
場

くましろふれあい広場
◆代表　村本喜美夫
◆事務局（木田）☎ 090-1157-2113
◆役員　21人
◆活動　神代小学校、神代公
　民館を中心に天体観測会、
　パソコン教室、認知症講座、
　サイエンスカフェ、園芸教
　室、広報紙の発行ほか

第
５
回
「
川
に
親
し
む
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

　

佳
作
「
鳥
が
い
る
美
し
い
川
」　

高
田
未み

い

な

生
菜
（
松
帆
小
６
年
）

映画「火垂るの墓」上映会
◆日時　８月17日（日）３回上映
　①10:00　② 14:00　③ 18:30
◆場所　西淡公民館大ホール
◆内容　アニメでもおなじみ大ヒット映画。戦争の中に
　生きた兄弟の愛を実写版に。松田聖子が南あわじ市阿
　万の吹上浜で撮影。慶野松原でもロケが行われました。
　原作：野坂昭如（新潮文庫刊「アメリカひじき・火垂るの墓」より）。
　平成20年８月２日神戸国際松竹ほかロードショー。

◆前売券　販売６月２日から、緑・西淡・三原・南淡公民館、
　パルティ、シーパで販売。
　一般1,000円（当日券
　1,800円）、中学生以下
　800円（当日券1,000円）
問南あわじ市人権教育研究
　協議会（人権教育課内）
　☎37-3019 ▲吹上浜で撮影。左は松田聖子さん

ろう者と聴者が共につくる人形劇

デフ・パペットシアター・ひとみ
◆日時　８月 30日（土）２回公演（90分）
　① 14:00　③ 18:00
◆場所　三原公民館大ホール
◆内容　せりふが全くない、パント
　マイムと箱と人形で家族の絆を描く
◆前売券　緑・西淡・三原・南淡公民館ほかで販売。
　４歳～小学生 800円、中高生 1,000 円、大人
　1,500 円。当日券 300円増し。お得な大人と子
　どものペア券もあり。託児所あり
問実行委員会事務局（人権教育課内）☎ 37-3019

「
自
宅
周
辺
の
風
景
を
描
き
ま
し
た
。
い
つ
ま

で
も
鳥
や
生
き
物
と
一
緒
に
暮
ら
せ
る
環
境
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
、
願
い
を
込
め
ま
し
た
」
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